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市役所代表

こきんちゃん

イベント等の最新情報について
は、事前に各担当部署や主催者に
お問い合わせいただくか、市ホー
ムページをご確認ください。

1/12
　

月　

日（
月
）

１２

２７

納
期
限
の

お
知
ら
せ

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

固定資産税・都市計画税 … 第３期分
国民健康保険税 ……………第６期分
後期高齢者医療保険料 ……第６期分

　新型コロナワクチンを２回接種した場合であっても、接種後の時間の経過ととも
にワクチンの有効性や免疫原性が低下することが報告されています。
　市においても、国の方針に基づき、２回目接種を終了した方のうち、原則８か月
経過した方を対象に、１２月から順次、３回目接種（追加接種）を行います。
 ２回目接種から原則８か月経過した方のうち、１８歳以上の方※今後、国の決定等
に基づき変更となる場合があります
■使用するワクチン当面の間、ファイザー社製

対

 新型コロナウイルス感染症対策小金井市コールセンター（☎
０４２−３１６−７６６６、聴覚に障がいがある方など＝ ０４２−３１６−
７６６７）※土曜・日曜・祝日を含む午前９時～午後５時
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未接種または２回目接種を希望の方へ
保健センターでは集団接種を実施中
■実施日１２月１５日、１月５日、２６日いずれも水曜日、１２月～１
月の土曜日（１月１日を除く）

渇高齢者や基礎疾患を有する方等の、重症化リスクが高い方
渇重症化リスクが高い方の関係者や介護従事者等の、重症化
リスクが高い方と接触が多い方
渇医療従事者等の、職務上の理由等によりウイルス 曝 露リス

ばく

クが高い方

特に追加接種を推奨する方

接種券の発送 接種場所 予約方法

　２回目接種から原則８か
月経過する方に、順次３回
目接種の接種券を発送しま
す。
　他自治体や国外で接種後
に、小金井市に転入した方
等は申請が必要です。

　接種対象者数に応じ
て、指定医療機関での
個別接種や集団接種会
場の設置を予定してい
ます。医療従事者の方
は、お勤めの医療機関
にご確認ください。
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　接種には予約が必要
です。
　詳細は、接種券に同
封の案内、市ホームペ
ージ、市報等でお知ら
せします。
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　家庭などで余っている食品を集めて、年越しの時期に食事に困っ
ている方へ食品の支援を実施します。
　寄附された食品は、社会福祉協議会の福祉総合相談窓口や生活福
祉資金貸付へ年内にご相談いただいた方で、食品の支援を希望する
方に渡します。
■回収期間１２月９日（木）～２３日（木）午前９時～午後４時（土曜・
日曜日を除く）
 社会福祉協議会
■対象食品消費・賞味期限が令和４年１月末以降で、調理方法が簡
易な以下のもの
 

 社会福祉協議会（☎０４２−３８７−００１１）

所

インスタント食品 缶詰レトルト食品

乾麺 米

問

こがねい年越し「食」支援
食品の寄附にご協力を

　ワークショップで練習を重ねてきた有志参加者が、楽しいミュー
ジカルナンバーをお届けするコンサートです。
 １２月１９日（日）午後１時から、３時から（各回２０分程度。いずれ
も同内容）
 クロスコート（SOCOLA武蔵小金井クロス１階）
 当日直接会場へ※入場制限をする場合があり
ます
 同ホール（☎０４２−３８０−８０９９）

時

所
申

問

クリスマス・ミニ・コンサート 屋外開催

　公募で集まった作品の中から、スタッフによる一次選考を経て、一般
投票による最終選考で採用作品を決定します。
■投票方法
渇オンライン投票＝１２月１日（水）～１９日（日）
に、同ホールホームページ（https://koganei-
civic-center.jp）から投票
渇展示・投票＝１２月６日（月）～１２日（日）に、
同ホール１階マルチパーパススペースの展示作
品を見て、投票箱に投票
 同ホール（☎０４２−３８０−８０７７）問

開館10周年記念ロゴマークの一般投票

同ホール
ホームページ

小金井 宮地楽器ホー小金井　宮地楽器ホールル

新型コロナワクチンの
３回目接種の準備を進めています
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市
内
防
犯
施
策
等
の
推
進
の
た

め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
検
討
・
審
議
し
ま
す
。

 

７
人
（
選
考
）

 

市
内
在
住
で
令
和
４
年
１
月　
２１

日
現
在　

歳
以
上
の
方

１８

■
任
期
１
月　

日
～
令
和
６
年
１

２１

月　

日
（
年
３
回
程
度
開
催
）

２０
■
報
酬
１
万
円
（
１
回
）

 

▽
市
が
設
置
す
る
附
属
機
関
等

の
委
員
は
、
原
則
２
つ
ま
で
▽
小

論
文
は
返
却
し
ま
せ
ん
▽
選
考
基

準
・
方
法
等
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

 

１
月
７
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直

接
、
小
論
文
（
千　

字
以
内
・
課

２００

題
＝
「
め
ざ
す
べ
き
安
全
・
安
心

な
ま
ち
と
は
ど
の
よ
う
な
ま
ち

か
」
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
地

域
安
全
課
地
域
安
全
係
（
〒　

儿
１８４

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
委
員
募
集

定対他申

８
５
０
４
住
所
不
要
・
市
役
所
本

庁
舎
１
階
☎　

儿　

儿
９
８
０
６

０４２

３８７

 
　

儿　

儿
６
４
２
６
）
へ

０４２

３８４

 　

市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
支
え
る
住
宅
・
住
環
境
の
整
備

を
進
め
る
た
め
、
同
プ
ラ
ン
案
・

同
計
画
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

■
公
開
・
募
集
期
間　

月　

日

１２

１０

（
金
）
～
１
月　

日
（
火
）

１１

■
公
開
場
所
等
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
同
６

階
）、
主
な
市
内
公
共
施
設
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

■
検
討
結
果
の
公
表
３
月
（
予

定
）
※
検
討
結
果
と
意
見
内
容
を

公
表
し
ま
す
。
意
見
へ
の
個
別
の

回
答
は
行
い
ま
せ
ん

■
提
出
方
法
募
集
期
間
内
に
、
住

所
・
氏
名
・
施
策
名
称
・
意
見
を

明
記
し
、
直
接
、
郵
送
（
必
着
）
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住

宅
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
☎　
０４２

FAX住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）・

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
推
進

計
画（
案
）に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
募
集

儿　

儿
９
８
６
１ 
　

儿　

儿
２

３８７

０４２

３８７

３
３
１
）
へ

 　
　

月　

日
に
令
和
２
年
国
勢
調

１１

３０

査
の
人
口
等
基
本
集
計
結
果
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
公
表
に
合

わ
せ
て
か
た
り
調
査
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
点
に
ご

留
意
の
う
え
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
調
査
員
は
、
常
に
調
査
員
証
を

携
帯
し
て
い
ま
す

▽
調
査
を
装
っ
た
不
審
な
訪
問
者

や
電
話
・
メ
ー
ル
な
ど
は
回
答
せ

ず
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

 

総
務
課
庶
務
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
０
５
）

 
■
募
集
内
容
中
堅
所
得
者
・
家
族

向
け
の
賃
貸
住
宅

■
募
集
案
内
（
申
込
書
）
配
布　
１２

月
１
日
（
水
）
～
９
日
（
木
）
に
、

FAX

統
計
調
査
を
装
っ
た
か
た
り

調
査
に
ご
注
意
を

問都
民
住
宅（
東
京
都
施
行
型
）

入
居
者
募
集

篠
原　

熙
氏

■
住
所
本
町
４
丁
目

■
受
賞
月
日　

月　

日

１０

２０

■
受
賞
名
市
区
町
村
議
会
議
員
総

務
大
臣
感
謝
状

■
功
績
昭
和　

年
４
月
に
当
選
さ

５６

れ
、
令
和
３
年
４
月
ま
で
の
長
き

に
わ
た
り
市
議
会
議
員
の
職
に
あ

り
、
こ
の
間
、
議
長
、
各
主
要
委

員
会
委
員
長
等
を
歴
任
し
、
本
市

の
都
市
基
盤
、
教
育
、
文
化
、
福

祉
の
向
上
と
議
会
の
円
滑
な
運
営

お
よ
び
地
方
自
治
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
の
あ
っ
た
次
の
方
々

が
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
受
賞
月
日　

月　

日

１１

２５

【
一
般
功
労
賞
・
在
職　

年
以
上
】

１０

中
村　

裕
子
氏

 

（
本
町
３
丁
目
）

清
水　

尚
美
氏

 

（
本
町
５
丁
目
）

星
野　

千
恵
子
氏

 

（
東
町
４
丁
目
）

細
淵　

重
信
氏

 

（
中
町
１
丁
目
）

永
井　

紀
子
氏

 

（
中
町
４
丁
目
）

古
源　

美
紀
氏

 

（
東
町
４
丁
目
）

山
田　

礼
子
氏

 

（
貫
井
北
町
５
丁
目
）

髙
木　

貴
子
氏

 

（
前
原
町
３
丁
目
）

池
ノ
上　

寛
子
氏

 

（
前
原
町
３
丁
目
）

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所
第

二
庁
舎
５
階
）、市
役
所
第
二
庁
舎

１
階
受
付
、管
財
課（
市
役
所
本
庁

舎
１
階
）、
夜
間
・
休
日
は
施
設
管

理
室（
同
１
階
）で
。
期
間
中
に
限

り
、
Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
（
東
京
都
住
宅

供
給
公
社
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h
ttp

s://w
w
w
.to
-ko
u
sya.o

r.jp
/to

/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■
申
込
方
法　

月　

日
（
必
着
）

１２

１４

ま
で
に
、
郵
送
で
Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
募

集
セ
ン
タ
ー
へ

 

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
募
集
セ
ン
タ
ー

（
☎　

儿
３
４
９
８
儿
８
８
９
４

０３

＝
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
、
市

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
６
１
）

０４２

３８７

問

 
■
募
集
戸
数
１
戸

■
住
宅
名
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
グ
リ
ー

ン
（
緑
町
３
儿
９
儿
８
）
＝
１
Ｄ

Ｋ
（　

平
方
㍍
。
１
階
。
単
身
世

２８

帯
向
け
）

■
家
賃
１
万
３
千　

円
～
２
万
７

８００

千　

円
２００

■
入
居
予
定
日
３
月
上
旬

■
申
込
資
格
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
方

❶　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

６５
で
、
市
内
に
引
き
続
き
３
年
以
上

居
住
し
て
い
る
方
（
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
）

❷
自
立
し
て
い
る
方
で
次
の
い
ず

れ
か
の
理
由
に
よ
り
、
代
替
え
の

住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
▽
１
年
以
内
に
立
ち
退
く
よ
う

に
求
め
ら
れ
て
い
る
▽
住
宅
の
老

朽
化
や
、
浴
室
が
な
い
な
ど
に
よ

り
、
安
全
や
衛
生
上
の
問
題
が
あ

る
▽
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
）

で
、
現
住
居
で
の
生
活
が
困
難
で

あ
る
▽
家
賃
が
収
入
月
額
（
年
間

所
得
か
ら
控
除
を
差
し
引
い
た
額

割
る　

）
の
４
割
を
超
え
、
支
払

１２

い
に
困
窮
し
て
い
る

❸
緊
急
連
絡
先
が
あ
る
こ
と

❹
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

 

▽
す
で
に
入
居
申
込
書
を
提
出

し
て
い
る
方
も
、
手
続
き
が
必
要

で
す
。
別
途
送
付
す
る
通
知
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
▽
持
ち
家
の
方

は
、
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん

 
　

月　

日
ま
で
に
、
指
定
の
申

１２

１０

込
用
紙
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で

配
布
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

直
接
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
６
１
）
へ

３８７ 高
齢
者
住
宅
入
居
者
募
集

他申

○
○
○
○

土金木水火月日
4321

111098765

18171615141312

25242322212019

313029282726

■
開
設
時
間
午
前
９
時
～
午
後
１

時■
開
設
窓
口
市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
５
日
の

み
）
、
納
税
課
（
５
日
の
み
）

※
一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
国
民

年
金
事
務
・
市
税
証
明
書
交
付
事

務
ほ
か
）
も
あ
り
ま
す
。
個
人
番

号
カ
ー
ド
に
係
る
業
務
は　

日
の

１９

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

月
の
休
日
窓
口

１２

み
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん

 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、
土
曜
・

０４２

３８７

日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代
表
（
☎

　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

問○は休日窓口開設日12月

総
務
大
臣
感
謝
状

総
務
大
臣
感
謝
状

総
務
大
臣
感
謝
状

総
務
大
臣
感
謝
状

都
知
事
表
彰

都
知
事
表
彰

都
知
事
表
彰

都
知
事
表
彰

 市民説明会は、保育・手話通訳あり
 市民説明会参加希望者は、１２月１日から、直接、電話、ファクス
またはＥメールで問合先へ
 都市計画課都市計画係（☎０４２−３８７−９８５９ ０４２−３８６−２６１９ 
s060199@koganei-shi.jp）

他
申

問 FAX 糸

ところ

日時

パネル
展示

まちづく
りサロン

市民
説明会

定員
（申込順）

小金井　宮地楽器ホー
ル

１４：００～
２１：００

１４：００～
１８：００６０人１９：００～

２０：３０１２／２２（水）

１０：００～
２０：００−−−　／２３（木）

市民会館・萌え木ホー
ル（商工会館３階）ほか

１０：００～
１６：００

１０：００～
１３：００３０人１４：００～

１５：３０　／２５（土）

東小金井駅開設記念会
館・マロンホール

１０：００～
１６：００

１０：００～
１３：００１５人１４：００～

１５：３０　／２６（日）

都市計画マスタープラン（素案）に関する市民説
明会・まちづくりサロン・パネル展示の開催

都市計画原案の縦覧、公述申出、公聴会を実施

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

■対象原案都の住宅市街地の開発整
備の方針
■原案の縦覧・公述申出書の配布場
所都都市整備局都市計画課（都庁第
二本庁舎１２階）、市都市計画課（市役
所第二庁舎５階）※公述申出書は都
ホームページからもダウンロード可
【公述申出】
 区域内に在住または計画案に利害
関係のある方（１人１０分以内）
 公聴会出席者は２０人程度まで（多
数選考）
■申出方法１２月１日～１５日（必着）
までに、郵送または直接、公述申出

対

他

書を都都市整備局都市計画課へ
【公聴会】
  渇１月２０日（木）午後７時から
＝都民ホール（新宿区西新宿２栗８ 
栗１）渇２４日（月）午後２時から＝
立川市女性総合センター（立川市曙
町２栗３６栗２）

−−◇共通◇−−
 都都市整備局都市計画課（〒１６３ 
栗８００１住所不要☎０３栗５３８８栗３３３６
https://www.toshiseibi.metro.toky 
o.lg.jp/）、市都市計画課都市計画係
（☎０４２栗３８７栗９８５９）、市まちづくり
推進課住宅係（☎０４２栗３８７栗９８６１）

時所

問

HP



3 3・12・1 各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。

凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

■年齢等要件年齢・国籍は問いません
■採用予定日４月１日（金）
 渇資格要件等詳細は市ホームページをご覧ください渇要項は市ホームページからもダウンロードで
きます
■要項配布 １２月１０日（金）までに職員課へ。郵送の場合も１０日必着
 職員課人事研修係（〒１８４−８５０４住所不要・市役所本庁舎１階☎０４２−３８７−９８０８）

他

申
問

募集人数月額報酬業務名

各１人１６５,３００円

秘書業務、庁内印刷業務、人事研修業務、給与厚生業
務、国民健康保険資格・給付業務、固定資産税・都市
計画税賦課業務、市税収入管理業務、市税徴収業務、
高齢福祉業務、介護認定事務、介護保険業務、健康業
務、手当助成業務、保育実施業務、都市計画業務、用
地取得業務、教育委員会庶務業務

一
般
事
務

若干名１６５,３００円一般事務（障がいのある方対象）

１人９３,６００円消費生活相談員Ｂ

１人１１２,３００円消費生活相談員Ｃ

１人１８５,９００円国民健康保険・画像レセプト処理業務

１人１８５,９００円生活保護受給者資産調査員

１人２０２,７００円介護認定調査業務

１人２０２,７００円介護事業所指定及び指導検査関連等業務

１人２４４,０００円保健師業務（保健衛生事業）

１人２０２,７００円子ども家庭支援ワーカー業務

１人１５８,７００円保育園用務業務

若干名１５８,７００円保育園給食調理業務

募集人数月額報酬業務名

２人１８５,９００円特別支援保育業務

２人１４１,６００円保育園看護業務（週３日）

１人９４,４００円保育園看護業務（週２日）

２人９３,０００円保育士業務（短時間）

５人１８５,９００円学童保育指導員業務

１人１８５,９００円用地取得専門業務

若干名１５８,７００円学校用務業務

５人１６５,３００円学校事務

３人１６５,３００円特別支援学級介助員

１人２０２,７００円教育相談員

２人１８５,９００円特別支援教育支援員Ａ

１人１８５,９００円特別支援教育支援員Ｂ

１人２０２,７００円教職員研修センター業務

３人１５９,８００円図書館業務

２人１６５,３００円公民館業務

会計年度任用職員募集
令和４年度採用

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

■採用予定日①②１月１日（祝）③４月
１日（金）
 渇資格要件等詳細は市ホームページを
ご覧ください渇要項は市ホームページか
らもダウンロードできます
■要項配布 渇①１２月７日（火）までに
庶務課へ。郵送の場合も７日必着
渇②６日（月）③１０日（金）までに職員課

他

申

へ。郵送の場合も②６日③１０日必着
 渇②③職員課人事研修係（〒１８４−
８５０４住所不要・市役所本庁舎１階☎０４２
−３８７−９８０８）
渇①庶務課庶務係（〒１８４−８５０４住所不
要・市役所第二庁舎７階☎０４２−３８７−
９８７２）

問

  
　

月
７
日（
火
）〜
９
日
（
木
）

１２
い
ず
れ
も
午
後
８
時
ま
で

 

納
税
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３

階
）
※
東
側
職
員
通
用
口
か
ら
入

り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

  

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

市
・
都
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
法

人
市
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
事
情
に
よ
り
一
度
に
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い

 

納
税
課
納
税
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
２
３
）

 　

東
京
都
と
市
区
町
村
で
は
、
安

定
し
た
税
収
確
保
と
納
税
の
公
平

性
確
保
を
め
ざ
し
て
、
都
と
市
区

町
村
が
連
携
し
た
広
報
や
催
告
に

よ
る
納
税
推
進
、
差
し
押
さ
え
や

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、
捜
索
等
の
滞
納

処
分
な
ど
、
多
様
な
徴
収
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
年
度
も
引
き
続
き
、

預
貯
金
、
給
与
等
の
債
権
、
捜
索

に
よ
る
動
産
、

不
動
産
の
差
し

押
さ
え
等
を
実

施
し
、
納
税
の

公
平
性
確
保
に

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

 

納
税
課
納
税
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
２
３
）

夜
間
納
税
窓
口
を
開
設

時所夜間入口詳細図内問　

月
は
オ
ー
ル
東
京

１２滞
納
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
強
化
月
間

問

 　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
・

資
源
物
の
量
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
末
年
始
は
収
集
量

が
大
幅
に
増
え
ま
す
。
集
中
す
る

の
を
防
ぐ
た
め
、
収
集
日
を
ご

み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
で

お
早
め
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
粗
大
ご
み
の
年
内
収
集
の
最
終

申
込
日
は　

月　

日
（
金
）で
す
。

１２

１７

　

日
（
月
）
〜　

日
（
火
）
に
申

２０

２８

し
込
ん
だ
場
合
は
、
年
明
け
の
収

集
に
な
り
ま
す

 

ご
み
対
策
課
清
掃
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
５
）

３８７ 年
末
年
始
の
ご
み
・
資
源
物

収
集
日
等
の
ご
確
認
を

問

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

　登録された方の中から、必要に応じ、仕事を案内します。
■職種等下表のとおり
■登録方法所定の用紙（市ホームページからダウンロード可）に
必要事項を明記し、職員課で登録してください
 詳しくはお問い合わせいただくか、市ホームページをご覧くだ
さい
 職員課人事研修係（市役所本庁舎１階☎０４２−３８７−９８０８）

他

問

報酬（時給）主な勤務時間主な職種

１,２７０円午前８時３０分〜午後５時保育士

１,２００円午前７時〜１１時または
午後３時３０分〜７時保育士補助業務

１,１４０円午前８時１５分〜午後０時１５分給食調理

募集人数月額報酬業務名

１人１４５,５００円学校給食調理補助業務会計年度任用①

４人２０２,５１５円保育士（育児休業代替）

任期付

②

１４人１８０,６６５円
（経験・職歴により加算あり）保育士

③
１人１８０,６６５円

（経験・職歴により加算あり）栄養士

問合先内　容ところと　き名　称
生涯学習課生涯学習係
（☎０４２−３８７−９８７９）

社会教育活動につい
てほか

市役所第二庁舎８
階８０１会議室

１２月１０日（金）
１８：００〜社会教育委員の会議

経済課産業振興係
（☎０４２−３８７−９８３１）

産業振興プランの策
定について

市役所第二庁舎８
階８０１会議室

１２月１２日（日）
１４：００〜

産業振興プラン策定
委員会

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）

市民参加条例の運用
状況等について

市民会館・萌え木
ホール（商工会館
３階）A会議室

１２月２３日（木）
１８：３０〜市民参加推進会議

※感染症拡大防止のため、傍聴については事前にお問い合わせください

◆◆各種審議会等の開催日程◆◆

会計年度任用職員（時給制）の
登録者募集

会計年度任用職員・任期付職員募集



43・12・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

 
■
期
間　

月　

日
（
月
）
～
３
月

１２

１３

中
旬

 

は
け
の
森
美
術
館
（
☎　

儿　
０４２

３８４

儿
９
８
０
０
＝
午
前　

時
～
午
後

１０

５
時
）

 　

こ
の
制
度
は
、
退
職
金
制
度
を

持
つ
こ
と
が
難
し
い
中
小
企
業
の

事
業
主
を
対
象
に
、
従
業
員
（
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
含
む
）
の
福
祉

の
向
上
・
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
事
業
主
が
従

業
員
の
た
め
に
加
入
す
る
中
小
企

業
退
職
金
共
済
制
度
ま
た
は
特
定

退
職
金
共
済
制
度
の
掛
金
の
一
部

を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
ま

た
は
特
定
退
職
金
共
済
制
度
に
加

入
し
、
申
請
時
に
共
済
掛
金
お
よ

び
住
民
税
（
市
・
都
民
税
）
を
滞

納
し
て
い
な
い
事
業
主

※
対
象
の
事
業
主
に
は
、
別
途
連

絡
し
ま
す

は
け
の
森
美
術
館

展
示
替
え
等
に
よ
る
臨
時
休
館

問中
小
企
業
の
事
業
主
の
方
へ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

等
の
掛
金
を
補
助

対

■
補
助
金
額
・
期
間
被
共
済
者

（
従
業
員
）
１
人
に
つ
き
月
額　
５００

円
で
、
加
入
し
た
月
か
ら　

か
月

２４

を
限
度
と
し
ま
す

■
必
要
書
類
▽
申
請
書
▽
加
入
者

内
訳
書
▽
退
職
金
共
済
手
帳
の
写

し
▽
市
・
都
民
税
納
税
証
明
書

 
　

月　

日
ま
で
に
、
申
請
書
に

１２

１７

必
要
事
項
を
明
記
し
、
必
要
書
類

を
添
え
て
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本
町
暫
定
庁

舎
２
階
）
へ

 

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
（
☎　

儿　

儿
２
５
２
５
）

０４２

３８７

 　
　

・
１
月
を
中
心
に
「
政
治
家

１２
の
寄
附
禁
止
」
の
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
。

【
政
治
家
は
贈
ら
な
い

　

有
権
者
は
求
め
な
い
】

　

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
者
お
よ
び
現

に
公
職
に
あ
る
者
）
が
選
挙
区
内

の
人
や
団
体
に
お
金
や
品
物
を
贈

る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
政
治
家
に
寄
附

申問政
治
家
の
寄
附
は
禁
止

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

明
る
い
選
挙
の
実
現
を

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
☎

　

儿　

儿
９
８
８
１
）

０４２

３８７

 　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
国
民
健

３０

７５

康
保
険
被
保
険
者
の
方
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者
の

方
の
人
間
ド
ッ
ク
等
の
受
診
費
用

を
、
一
部
補
助
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
金
額
▽
人
間
ド
ッ
ク
（
日

帰
り
の
み
）
＝
１
万
６
千
円
▽
脳

ド
ッ
ク
＝
２
万
円
▽
簡
易
脳
ド
ッ

ク
＝
１
万
円

■
利
用
方
法
下
表
の
検
査
機
関
に

予
約
後
、
受
診
日
の
３
日
前
ま
で

に
国
民
健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
印
鑑

問国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

人
間
ド
ッ
ク
等
の

費
用
を
一
部
補
助

を
持
参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い

※
予
約
時
に
、
小
金
井
市
で
国
民

健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
を

申
し
出
て
、
受
診
費
用
の
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い

 

▽
同
一
年
度
内
に
、
人
間
ド
ッ

ク
の
補
助
と
市
が
実
施
す
る
健
康

診
査
（
特
定
健
康
診
査
ま
た
は
後

期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
）
の
両

方
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▽
人
間
ド
ッ
ク
の
健
診
結
果
は
、

市
が
実
施
す
る
健
康
診
査
の
結
果

と
し
て
使
用
し
ま
す
▽
国
民
健
康

保
険
税
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
滞
納
者
は
利
用
制
限
が

あ
り
ま
す

 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
３
）
、
高
齢
者
医
療

３８７係
（
同
２
階
☎　

儿　

儿
９
８
３

０４２

３８７

４
）

他申

電話番号検査費用区　分病院名

０４２－４６１－００５２５０,６００円人間ドック公立昭和病院
（小平市花小金井８－１－１） ８２,５００円脳ドック

０４２－３８３－４１１１４０,７４０円人間ドック桜町病院（桜町１－２－２０）

０４２２－３２－３１１１
４９,５００円人間ドック

武蔵野赤十字病院
（武蔵野市境南町１－２６－１） ８８,０００円脳ドック

４７,３００円簡易脳ドック
０４２－３８３－５５１１３８,１００円人間ドック小金井太陽病院（本町１－９－１７）
０４２－３８４－００８０４４,０００円人間ドック武蔵小金井クリニック（本町５－１９－３３）

０４２－３８６－３７５７４４,０００円人間ドック小金井つるかめクリニック
（本町６－１４－２８アクウェルモール３階）

０４２－３８２－３８８８４１,８００円人間ドック東小金井さくらクリニック
（東町４－３７－２６）

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

 
【
新
築
（
増
改
築
）
調
査
に
ご
協

力
を
】

　

新
築
（
増
改
築
）
家
屋
は
、
建

築
し
た
年
の
翌
年
度
か
ら
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

市
で
は
、
令
和
４
年
度
課
税
の

た
め
に
、
令
和
３
年
１
月
２
日
以

降
、
新
築
お
よ
び
増
改
築
し
た
家

屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
、
市
の
調
査
員
（
固
定

資
産
評
価
補
助
員
）
が
、
事
前
に

日
程
を
調
整
の
う
え
伺
い
ま
す
。

　

調
査
員
は
、
職
員
証
明
書
等
を

提
示
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
調
査
内
容
屋
根
や
外
壁
・
各
部

屋
の
内
装
等
に
使
わ
れ
て
い
る
資

家
屋
に
関
す
る
お
知
ら
せ

材
や
設
備
の
状
況
を
調
査
し
ま
す

【
取
り
壊
し
た
と
き
は
ご
連
絡
を
】

　

市
で
は
、
家
屋
の
取
り
壊
し
の

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
課
税

事
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
家

屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
資
産

税
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

取
り
壊
し
た
家
屋
に
は
、
翌
年

度
か
ら
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

居
住
用
家
屋
が
建
っ
て
い
る
土

地
は
、
税
負
担
を
軽
減
す
る
特
例

措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
こ
の

適
用
が
な
く
な
り
、
翌
年
度
の
土

地
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

資
産
税
課
家
屋
係
（
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
２
１
）

問

　市では、まちの魅力発信と地域産業の振興の
ため、ふるさと納税のお礼品を提供していただ
ける事業者を募集しています。お礼品の要件
は、市内で生産されたものや、市の広報を目的
としたオリジナル商品等です。詳細はお問い合
わせください。
 企画政策課企画政策係（☎０４２－３８７－９８００）問

ふるさと納税ふるさと納税のの
お礼品お礼品のの
協賛事業協賛事業者者
募募集集 市ホームページ

　

市
民
葬
儀
は
、
市
が
祭
壇
料
金

等
に
つ
い
て
市
内
葬
儀
業
者
と
協

定
し
実
施
し
て
い
る
制
度
で
す
。

■
利
用
方
法
利
用
す
る
方
が
、
あ

ら
か
じ
め
取
扱
業
者
（
表
１
）
に

連
絡
し
ま
す
。
死
亡
届
出
時
に
、

市
民
課
で
市
民
葬
儀
券
の
交
付
を

受
け
ま
す
。
所
定
の
料
金（
表
２
）

は
、
取
扱
業
者
に
支
払
い
ま
す
。

　

な
お
、
葬
儀
に
よ
っ
て
は
会
場

代
や
食
事
代
等
が
別
途
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
取
扱
業

者
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

市
民
課
戸
籍
係
（
市
役
所
第
二

庁
舎
１
階
☎　

儿　

儿
９
８
１

０４２

３８７

６
）

問

 表２　市民葬儀料金表 （円）
ＣＢＡ内　容

－－２２９,９００金らん５段・彫刻
３段

祭　壇 －１４５,２００－金らん４段
１０１,６４０－－白布３段
１５,５７０１５,５７０１５,５７０普通車霊きゅう車
５３,１００５３,１００５３,１００大　人

火葬料
２９,０００２９,０００２９,０００子ども（６歳以下）
１１,９９０１１,９９０１１,９９０大　人

容　器
５,２８０５,２８０５,２８０子ども（６歳以下）

１８２,３００２２５,８６０３１０,５６０大　人
合　計

１５１,４９０１９５,０５０２７９,７５０子ども（６歳以下）
※火葬料は非課税。そのほかは消費税１０％を含む

表１　市民葬儀取扱業者
電話番号所在地業者名

０４２－３８８－０６３４貫井北町１－１０
－１

東京むさし　
農業協同組合

０４２－３８５－４７００本町５－３２－１９小金井祭典㈱
０４２－４０１－２７５５本町２－１９－２１㈱セレモの森

０４２－３８１－０１２０東町４－３－３㈲東京フラワー
セレモニー

０４２－３８６－３５５２貫井南町１－１６
－１７花会（はなえ）

０１２０－７８５－８５７本町５－８－３㈱三和式典

０４２－３８０－６５１０
貫井北町１－２３
－３３コーポ小田
１０５

㈱セレモニー
わかば

０４２－３８４－５１７１緑町２－４－１㈱セレモ
０４２－３８１－０８３２中町４－４－８多摩式典㈱

市
民
葬
儀
制

市
民
葬
儀
制
度度

の
ご
案

の
ご
案
内内

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　市民一人ひとりに交通安全意識の普
及・浸透を図り、交通ルールの遵守と
正しい交通マナーの実践を習慣付ける
ことにより、年末期における交通事故
および渋滞の防止を図ります。
　重点項目として、子どもと高齢者を
始めとする歩行者の安全な通行の確
保、飲酒運転等の悪質・危険な運転の
根絶と歩行者等の保護など安全運転意
識の向上、自転車の交通事故防止、二
輪車の交通事故防止、違法駐車対策の
推進に取り組みます。
■自転車安全利用五則
　自転車も交通事故を起こせば刑事

上、民事上の責任が問われます。正し
いルールを知り、安全に自転車を利用
しましょう。
渇自転車は車道が原則、歩道は例外
渇車道は左側を通行
渇歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐
行
渇安全ルールを守る（飲酒運転・二人
乗り・並進の禁止、夜間はライトを点
灯、交差点での信号遵守と一時停止・
安全確認）
渇子どもはヘルメットを着用
 交通対策課交通対策係（☎０４２－３８７
－９８５０）
問

令和3年ＴＯＫＹＯ交通安全キャンペーン

世界一の交通安全都市ＴＯＫＹＯを目指して１２月１日（水）～
７日（火）



5 3・12・1 各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。

凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

歳入決算総額
602億8,522万3千円
（28.2％）

市民１人当たりの額
486,846円

市　税
218億2,714万2千円
36.2%（△0.2%）
176,270円

市　税
218億2,714万2千円
36.2%（△0.2%）
176,270円

国庫支出金
220億5,177万4千円
36.6%（177.0%）
178,084円

国庫支出金
220億5,177万4千円
36.6%（177.0%）
178,084円

都支出金
79億4,159万4千円
13.2%（8.8%）
64,134円

分担金及び負担金
2億7,837万6千円
0.5%（△43.0%）
2,248円

繰入金
6億4,849万円
1.1%（△65.5%）
5,237円

使用料及び手数料
8億7,431万2千円
1.4%（2.4%）
7,061円

その他
9億9,674万1千円
1.6%（△20.7%）
8,049円

地方交付税
3,136万9千円
0.0%（△2.2%）
253円

市　債
8億2,060万円
1.4%（△38.9%）
6,627円

地方特例交付金
1億2,421万3千円
0.2%（△58.9%）
1,003円

繰越金
22億3,798万2千円
3.7%（23.3%）
18,073円

地方消費税交付金
24億5,263万円
4.1%（27.3%）
19,807円

歳入歳出決算額
％は、歳入歳出決算総額に対する比率
（　）内は、前年度に対する増減率
市民１人当たりの額
人口123,828人（令和3年1月1日現在）

民生費
360億5,732万1千円
61.7％（64.2％）
291,189円

民生費
360億5,732万1千円
61.7％（64.2％）
291,189円教育費

46億1,141万8千円
7.9％（32.1％）
37,241円

総務費
56億1,683万2千円
9.6％（△1.3％）
45,360円

土木費
32億230万5千円
5.5％（△30.0％）
25,861円

衛生費
42億129万9千円
7.2％（△4.6％）
33,928円

公債費
23億473万9千円
3.9％（△3.0％）
18,612円

消防費
15億1,378万5千円
2.6％（1.8％）
12,225円 その他

9億2,435万6千円
1.6％（14.9％）
7,465円

扶助費
138億7,490万円
23.8％（8.6％）
112,050円

投資的経費
37億6,498万円
6.4％（△18.9％）
30,405円

物件費
80億4,388万9千円
13.8％（12.0％）
64,960円

人件費
63億6,757万3千円
10.9％（4.2％）
51,423円

補助費等
182億7,165万3千円
31.3％（227.0％）
147,557円

公債費
23億473万9千円
3.9％（△3.0％）
18,612円

繰出金
34億6,025万4千円
5.9％（△10.1％）
27,944円

その他
23億1,870万円
4.0％（3.7％）
18,725円

歳　入

歳　出

[図A］ 一般会計決算状況

目的別

歳出決算総額
584億3,205万5千円
（30.5％）

市民１人当たりの額
471,881円

※国で定めた基準（普通会計）で算出しているため、一般会計決算額とは異なります
性質別（普通会計）：地方財政状況調査による

歳出決算総額
584億668万8千円
（30.5％）

市民１人当たりの額
471,676円

（％）
多摩26市
平均 
90.6％

  （93.3%）

多摩類似団体
平均
91.4％

  （93.8%）
70.0
75.0
80.0
85.0
90.0
95.0
100.0
105.0
110.0
115.0

多摩市東久留米市国分寺市東村山市昭島市青梅市武蔵野市小金井市

［図Ｂ］経常収支比率（多摩類似団体との比較）

※■ の（　）内は減収補てん債（特例分）および臨時財政対策債を経常一般財源等に加えない場合

（94.8）（94.8）94.894.8

（84.2）（84.2）84.284.2

（106.0）（106.0）

99.199.1
（94.5）（94.5）92.492.4

（99.6）（99.6）

93.193.1 （93.4）（93.4）93.493.4
（99.0）（99.0）
92.992.9

（87.3）（87.3）87.387.3

　

市
で
は
、
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

な
ど
、
財
政
に
関
す
る
事
項
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
定
期
的

（
年
２
回
）
に
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
お
知
ら
せ
す
る
の
は
、
令
和
２
年
度
の
決
算
概
要
お
よ
び
令
和
３

年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
〜
９
月　

日
）
の
状
況
で
す
。
（
６
〜
８
面
に

３０

も
掲
載
）

　
「
令
和
２
年
度
小
金
井
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
」

（
１
部
２
千　

円
）
は
会
計
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
）
で
、
「
令
和

１００

２
年
度
主
要
な
施
策
の
成
果
に
関
す
る
説
明
書
・
基
金
の
運
用
状
況
に
関

す
る
調
書
」
（
１
部
千
円
）
は
、
財
政
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
決
算
書
等
は
、
図
書
館
本
館
お
よ
び
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
第
二
庁
舎
６
階
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
公
開
し
て
い
ま
す
。

 

財
政
課
財
政
係（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿
９
８
０
２
）

０４２

３８７

問

最少の経費で最大の効果最少の経費で最大の効果をを
「「選選ばばれれるるままちち小小金金井井市市」」ををめめざざししてて「選ばれるまち小金井「選ばれるまち小金井市市」」をめざしてをめざして

令和２年度決算の概要

 　

令
和
２
年
度
は
、
国
庫
支
出
金

お
よ
び
都
支
出
金
が
増
と
な
り
、

税
率
引
き
上
げ
の
通
年
化
に
よ
り

地
方
消
費
税
交
付
金
も
増
と
な
り

ま
し
た
が
、
近
年
納
税
義
務
者
数

の
増
等
に
よ
り
増
加
傾
向
で
あ
っ

た
歳
入
の
根
幹
と
な
る
市
税
収
入

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
減
と
な
り
、
厳
し

い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

予
算
規
模
は
、
当
初
予
算　

億
４３５

一
般
会
計

２
千　

万
円
に　

回
の
補
正
予
算

７００

１３

　

億　

万
円
、
繰
越
事
業
費
繰
越

１７６

３２２

財
源
充
当
額
３
千　

万
５
千
円
を

７９６

加
え
、
総
額　

億
６
千　

万
５
千

６１１

８１８

円
で
し
た
。
決
算
に
お
け
る
、
形

式
収
支
は　

億
５
千　

万
８
千
円

１８

３１６

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
等
４
件
に
よ
る
翌

年
度
へ
の
繰
越
財
源
３
千　

万
５

４７

千
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は

　

億
２
千　

万
３
千
円
、
実
質
収

１８

２６９

支
比
率
は
７
・
８
％
と
な
り
ま
し

た
。

　

主
な
財
政
指
標
に
つ
い
て
は
、

人
件
費
比
率
は　

・
９
％
で
、
前

１０

年
度
か
ら
２
・
７
ポ
イ
ン
ト
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
（
図
Ａ
）

　

経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
の

　

・
６
％
か
ら　

・
８
％
に
な
り

９５

９４

ま
し
た
。
算
定
式
の
分
母
と
な
る

経
常
一
般
財
源
は
、
地
方
消
費
税

交
付
金
が
増
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
全
体
で
約
３
億
９
千　

万
円

２００

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
分
子
と
な
る
経
常
経
費

に
充
当
す
る
一
般
財
源
等
は
、
物

件
費
、
維
持
補
修
費
、
補
助
費
等

が
増
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
体

で
約
１
億
９
千　

万
円
の
増
と
な

７００

り
、
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
（
図
Ｂ
）

　

新
た
な
時
代
に
向
け
た
令
和
２

年
度
は
、
市
政
の
最
優
先
課
題
で

あ
っ
た
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
本

格
稼
働
が
開
始
さ
れ
、
武
蔵
小
金

井
駅
南
口
第
２
地
区
第
一
種
市
街

地
再
開
発
事
業
の
完
了
、
商
業
施

設
の
オ
ー
プ
ン
、
そ
し
て
、
子
育

て
環
境
の
整
備
と
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
推
進
お
よ
び
人
口
微
増

傾
向
か
ら
少
子
高
齢
化
へ
の
進
行

は
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
の
時
代
を

見
据
え
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

 　

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
３
つ
の
特
別

会
計
お
よ
び
下
水
道
事
業
の
１
つ

の
公
営
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

（
表
１
、
表
２
）

特
別
会
計
お
よ
び

公
営
企
業
会
計

【一般財源】市税、地方交付税など、使い道が制限され
ない収入
【経常一般財源等】一般財源のうち、毎年経常的に収入
される財源、主に地方税や地方譲与税
【形式収支】歳入決算総額から歳出決算総額を単純に差
し引いた額
【経常収支比率】市税など経常的に入ってくる収入が、
義務的で固定的に支出される経費（人件費、扶助費、公
債費など）にどれだけ使われているか示したもの
【実質収支】形式収支から、翌年度へ繰り越すべき財源
を差し引いた額
【類似団体】都市の態様を決定する要素のうち、人口、
産業構造の類似した普通地方公共団体。多摩地区では、
速報値によると、武蔵野市、青梅市、昭島市、東村山市、国
分寺市、東久留米市、多摩市が本市の類似団体となります
【投資的経費】普通建設事業費（道路の新設、学校の建
設などの経費）、失業対策事業費、災害復旧事業費をい
います
【普通会計】地方財政統計上便宜的に用いられる会計区
分で、一般会計のほか、特別会計のうち地方公営事業会
計に係るもの以外の会計。他市との財政状況の比較は、
この会計の数値で行っています
【一般会計】特別会計を含まないすべての歳入、歳出を
経理する会計
【地方財政状況調査】地方自治法等の規定に基づき、総
務省が毎年定期的に行う全国統一基準の普通会計決算の
数値を用いた統計調査。地方財政を分析・検討する基礎
となります

【用語説明】

を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
持
続
可
能

な
財
政
基
盤
へ
と
対
応
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
社
会
経
済
へ
の
影
響
か
ら
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症　

小

金
井
市
緊
急
対
応
方
針
」
に
基
づ

き
、
い
の
ち
・
く
ら
し
・
地
域
を

守
る
覚
悟
を
持
っ
て
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
基
盤
を
進
め
、「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」
持
続
可
能
で
多
様

性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
の
実

現
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
の
実
施
、
市
の
将
来
像
を
次
世

代
に
引
き
継
げ
る
ま
ち
へ
の
誇
り

や
愛
着
の
醸
成
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
、
社
会
経
済
等

の
価
値
観
や
概
念
が
変
化
す
る
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
に
つ
い
て
意
識

し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
克
服
と
新
た
な

生
活
と
な
る
よ
う
「
危
機
か
ら
新

し
い
未
来
へ
」、
そ
し
て
安
全
と

安
心
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
い
わ

ゆ
る
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
さ
ら
に

形式収支歳出決算額歳入決算額最終予算額補正予算額当初予算額区分

１２０,９４１９,９５３,２１６１０,０７４,１５７１０,２８４,４４８３７２,１８０９,９１２,２６８国民健康保険

４１,２９０８,３２３,０９９８,３６４,３８９８,４６４,７３２△　３６,６５３８,５０１,３８５介 護 保 険

３３,１９０２,６５１,４８３２,６８４,６７３２,６９０,０４５△　３９,３２４２,７２９,３６９後期高齢者医療

１９５,４２１２０,９２７,７９８２１,１２３,２１９２１,４３９,２２５２９６,２０３２１,１４３,０２２合 計

（単位：千円）

下水道事業

決算額予算額

２,０８７,２９１２,０９６,５０３収 入

２,１９６,２０５２,２５４,９８２支 出

【表２】公営企業会計決算状況（単位：千円）【表１】特別会計決算状況
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令和２年度健全化判断比率
および資金不足比率

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に
基づき、市は毎年度、健全化判断比率４指標およ
び資金不足比率を算定し、監査委員の審査を経
て、議会に報告し、市民に公表しています。
　健全化判断比率、資金不足比率が一定の基準以
上となった場合は、財政健全化計画等の作成と改
善努力が義務付けられます。
　令和２年度決算に基づく市の健全化判断比率お
よび資金不足比率は、すべて基準を下回り、財政
状況は健全段階にあります。（下表）
 

【用語説明】
　次の用語は健全化判断比率４指標で、標準財政
規模（市の一般的な歳入規模）に対する割合です。
実質赤字比率　一般会計等の実質赤字額の割合
連結実質赤字比率　全会計の実質赤字額の割合
実質公債費比率　公債費および公債費に準じた経
費が占める割合
将来負担比率　一般会計等が将来負担すべき実質
的な負債の大きさを示す割合

令和２年度資金不足比率
経営健全化基準資金不足比率特別会計の名称

２０.０−下水道事業
※資金不足額がない場合は、「−」と表示しています
※資金不足比率は、事業規模に対する公営企業の
資金不足額の割合です

（単位：％）

令和２年度健全化判断比率
将来
負担比率

実質公債
費比率

連結実質
赤字比率

実質
赤字比率

１３.８１.８−−小金井市
３５０.０２５.０１７.２１１２.２１早期健全化基準

３５.０３０.００２０.００財政再生基準
※実質赤字額または連結実質赤字額がない場合は、
「−」と表示しています

（単位：％）

市税負担額と行政サービス市税負担額と行政サービス費費

他市と比較してみると（普通会計−地方財政状況調査による）

総務費　98％
143,686円
147,290円

小金井市

民生費　98％
190,760円
194,222円

多摩類似団体平均
（100％）

衛生費　104％
34,061円
32,880円

土木費　81％
25,073円
31,136円

小金井市民１人当たりの額
多摩類似団体平均１人当たりの額

  471,676円  歳出合計　　　　　　＝94%　  499,190円

消防費　92％
12,227円
13,239円

教育費　74％
37,921円
51,301円

公債費　104％
18,612円
17,979円

その他　84％
9,336円
11,143円

［図A］多摩類似団体平均との比較

総務費　100％
143,686円
144,379円

民生費　99％
190,760円
191,982円

小金井市

衛生費　103％
34,061円
33,019円

土木費　84％
25,073円
29,874円

小金井市民１人当たりの額
多摩26市平均１人当たりの額

  471,676円  歳出合計　　　　　　＝95%　  496,286円

消防費　96％
12,227円
12,685円

教育費　71％
37,921円
53,062円

公債費　99％
18,612円
18,727円

その他　74％
9,336円
12,558円

［図B］多摩26市平均との比較

多摩類似団体平均
（100％）

公債費　104％
18,612円
17,979円

補助費等　98％
147,557円
150,269円

小金井市民１人当たりの額
多摩類似団体平均１人当たりの額

 471,676円 歳出合計　　　　　　＝94%　 499,190円

繰出金　81％
27,944円
34,430円

投資的経費　99％
30,405円
30,583円

投資的経費　99％
30,405円
30,583円
30,405円
30,583円

その他　111％
18,725円
16,865円

扶助費　93％
112,050円
120,914円

人件費　92％
51,423円
55,973円

小金井市

物件費　90％
64,960円
72,177円

多摩26市平均
（100％）

公債費　99%
18,612円
18,727円

補助費等　100％
147,557円
148,162円

繰出金　81％
27,944円
34,546円

投資的経費　82％
30,405円
36,925円

その他　116％
18,725円
16,200円

扶助費　91％
112,050円
122,758円

人件費　94％
51,423円
54,462円

小金井市

物件費　101％
64,960円
64,506円

［図C］多摩類似団体平均との比較

小金井市民１人当たりの額
多摩26市平均１人当たりの額

 471,676円 歳出合計　　　　　　＝95%　496,286円

［図Ｄ］多摩26市平均との比較

都市計画税　110％
15,032円
13,684円

小金井市民１人当たりの額
多摩類似団体平均１人当たりの額

176,270円市税合計　　　　　　＝97%　182,157円

その他　35％
527円
1,519円

法人市民税　57％
5,142円
8,979円

個人市民税　113％
89,526円
78,939円

固定資産税　84％
62,000円
73,825円

小金井市

多摩類似団体平均
（100％）

市たばこ税　78％
4,043円
5,211円

都市計画税　114％
15,032円
13,182円

その他　33％
527円
1,595円

法人市民税　62％
5,142円
8,346円

個人市民税　119％
89,526円
75,009円

固定資産税　89％
62,000円
69,522円

小金井市

多摩26市平均
（100％）

市たばこ税　77％
4,043円
5,273円

［図Ｅ］多摩類似団体平均との比較

小金井市民１人当たりの額
多摩26市平均１人当たりの額

176,270円市税合計 　　　　　 ＝102％　172,927円

多摩26市平均
（100%）

［図Ｆ］多摩26市平均との比較

市民１人当たりの目的別歳出市民１人当たりの目的別歳出額額 市民１人当たりの性質別歳出市民１人当たりの性質別歳出額額 市民１人当たりの市税市民１人当たりの市税額額

　市民１人当たりの目的別歳出額を類似団体（図A）や多
摩２６市（図B）と比較すると、本市の衛生費は平均を上回
りました。また、民生費、土木費、消防費、教育費は平均
を下回りました。

　市民１人当たりの性質別歳出額を類似団体（図Ｃ）や多
摩２６市（図Ｄ）と比較すると、人件費、扶助費、繰出金、
投資的経費が平均を下回りました。

　市民１人当たりの市税額を類似団体（図Ｅ）や多摩２６市（図Ｆ）
と比較すると、本市は個人市民税、都市計画税が類似団体および
多摩２６市の平均より多くなっています。なお、個人市民税は、標
準税率を採用しており、多摩２６市では同じ税率となっています。

市税の負担額 市民1人当たり
1世帯当たり

176,270円（上段）
352,568円（下段）

※図１･図２の人口は
123,828人
世帯数は61,909世帯
（令和3年1月1日現在）

〔図１〕

その他

都市計画税

市たばこ税

94,668円
189,351円

62,000円
124,010円

4,043円
8,086円

527円
1,055円

15,032円
30,066円

（軽自動車税など）

固定資産税市民税 民生費

公債費

議会・総務費

労働・農林水産業・商工費

土木費

25,073円
50,149円
25,073円
50,149円

12,227円
24,455円

146,574円
293,171円
146,574円
293,171円

18,612円
37,228円

6,448円
12,897円

37,921円
75,849円

教育費

消防費

行政サービス費 市民1人当たり
1世帯当たり

471,676円（上段）
943,428円（下段）〔図２〕

190,760円
381,551円

衛生費

34,061円
68,128円

　皆さんから納めていただいた市税の市民１人当たりおよび１世帯当たりの額と、皆さんに還元された
額（行政サービス）は、図１・図２のとおりです。（普通会計―地方財政状況調査による）

　都市計画税は、都市計画事業や区画整理事業に要する費
用に充てるため、都市計画区域のうち市街化区域内（小金
井市全域）の土地または家屋の所有者に対して市が課税す
る目的税で、令和２年度は１８億６,１３８万１千円でした。
　その都市計画税は、次の主な事業の一部に充てられまし
た。渇街路事業（都市計画道路３・４・１２号線街路築造工
事費・都市計画道路３・４・８号線用地取得費・都道１３４
号線整備に要する経費）渇市街地開発事業（東小金井駅北
口土地区画整理事業委託料）渇地方債償還（街路事業・下
水道事業・市街地開発事業等）

　皆さんから納めていただいた市税１,０００円の使い道は、
次のとおりです。
　渇民生費（子ども・高齢者・障がいのある方などの福
祉のために）６１７円渇総務費（行政運営のために）９６円渇
土木費（道路・公園・河川整備のために）５５円渇衛生費
（ごみ・し尿処理や健康を守るために）７２円渇教育費
（学校・公民館・図書館・体育施設などの整備のため
に）７９円渇公債費（市債の償還・利子の支払いに）４０円
渇消防費（火災・災害から守るために）２６円渇労働費・
農林水産業費・商工費（消費者保護や農業・商業振興の
ために）９円渇議会費（市議会の運営に）６円

都市計画税の使い道 市税1,000円の使い道



7 3・12・1 各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。

凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

１　みどりあふれる快適で人にやさしいまち（環境と都市基盤）

概　　　　　　要
金　額（単位：千円）

事　　業　　名 財源事業費 一般財源その他地方債国都支出金
令和２年度末を計画期間とする環境基本計画および地球温暖化対策地域推進計画を改定
市民が設置した太陽光発電機器その他の住宅用新エネルギー機器等の購入費用の一部を補助４,４９４７,４２６０１５,１０４２７,０２４環境対策事務に要する経費

令和２年度末を計画期間とするみどりの基本計画を改定５８,４３０８３８０１,９８３６１,２５１緑地等維持管理に要する経費
上水公園ほか１９か所の公園灯７６基をＬＥＤ化４６,８７９６８０９,８００５６,７４７児童遊園・子供広場整備に要する経費　ほか
日野市、国分寺市および本市の３市による可燃ごみの共同処理を行うため、構成市として、可燃
ごみ処理施設の整備・運営事業に要する費用を負担。不燃・粗大ごみおよび資源物の処理につい
て、施設の老朽化等を考慮し、循環型社会の形成に資する施設の再配置を進め、適正処理を維持

５２３,２５６２７５,５０９４９,９００１４２,１３０９９０,７９５塵芥処理に要する経費

市内在住の個人および市内事業者を対象に、生ごみ減量化処理機器の購入費用の一部を補助９,０８３１５,６０１００２４,６８４ごみ減量啓発に要する経費
平成１４年に策定し、平成２４年に見直しを行った都市計画マスタープランについて、策定当初から
おおむね２０年を迎えるため、次期都市計画マスタープランを策定１８,６４０２９００１８,６６９都市計画事務に要する経費

拡幅整備に係る用地取得を実施２８,１５２０１５３,５００１７２,１５０３５３,８０２都市計画道路３・４・８号線整備に要する経
費

拡幅整備に係る用地取得、物件補償、実施設計、引継補修工事等を実施２,３０４０２５,０００９９,９４９１２７,２５３都道１３４号線整備に要する経費
小金井街道（ＪＲ中央本線以南から前原坂上交差点までの区間）の拡幅整備に係る街路築造工事等を実施０００１２６,３８０１２６,３８０主要地方道１５号線整備に要する経費
木造住宅耐震化の促進のため、助成単価を見直し、令和２年度末を計画期間とする耐震改修促進
計画を改定１,９５８００４,４８８６,４４６木造住宅耐震助成に要する経費

住宅マスタープランの中間報告書の取りまとめ６,３０３００４,９５０１１,２５３住宅マスタープランに要する経費
災害時の通行障害防止および市民の安全確保を目的として、倒壊のおそれのある避難路に面する
ブロック塀等の撤去に要する費用の一部を助成５３７００５７１１,１０８ブロック塀等撤去助成に要する経費

無電柱化予備設計、市道第１３５号線、市道第３４５号線、市道第３６０号線道路補修工事、市道第７８７号
線歩道拡幅工事、橋りょう長寿命化補修工事（丸山橋）等を実施１,７３８００１１５,３８３１１７,１２１道路新設改良に要する経費

拡幅整備に係る引込管路等整備、街路築造工事等を実施１,６０１５３２０,２００３７,９５０５９,８０４都市計画道路３・４・１２号線整備に要する経費
仮換地の指定、建物等移転、整地および道路築造工事を実施３２２,３２４１３,５１１１１７,０００１５６,１５０６０８,９８５土地区画整理事業に要する経費

２　ふれあいと活力のあるまち（地域と経済）
消防団活動の充実のため、チェーンソープロテクター、Ｔシャツ、活動用帽子、消防救急無線受
令機、投光器、発電機および消防指揮車を購入４６,３４０１,０８５０１０,４１０５７,８３５消防団活動に要する経費

備蓄計画に基づき、食糧、生活必需品、災害用トイレ、間仕切り、発電機、医薬品等の備蓄を進め
るとともに、食物アレルギー等に配慮した食糧を購入。市内で新たに土砂災害警戒区域・特別警
戒区域の指定があったこと等により、最新の情報を掲載した防災マップを作成し、市内全戸配布

３６,９０７１,００５０７,３００４５,２１２災害対策に要する経費

令和３年４月開園に向けてぬくいきた第２市民農園の造成工事を実施２３２１,０７７０２,５６６３,８７５市民農園に要する経費

３　豊かな人間性と次世代の夢をはぐくむまち（文化と教育）
令和２年度に施行したパートナーシップ制度の理解促進ならびに性的少数者への理解および対応
を学ぶため、職員、市内関係機関等を含めた研修を実施１,８１１０００１,８１１男女平等意識の育成に要する経費

平成２１年に策定した芸術文化振興計画に引き続き、令和３年度からの第２次芸術文化振興計画を
２か年かけて策定１７,０４６１,０００００１８,０４６文化振興に要する経費

緑地の通常の手入れに加え、はけの小路四ツ目垣の補修および高木の 剪 定を実施
せん

８,８１１３２０１,７２４１０,５６７美術の森緑地維持管理に要する経費
第３次明日の小金井教育プランおよび学校施設長寿命化計画を策定２１,９７３０００２１,９７３教育委員会事務局事務に要する経費
トイレ改修工事、屋上防水改修工事、給食室改修工事等を実施１６,９１５４６,００００１００,３８１１６３,２９６学校施設整備に要する経費
小中学校の普通教室（学級数増分）、家庭科室等にＧＨＰエアコンを導入するほか、災害発生時
の避難所としても活用される小学校（導入済みの第四小学校を除く８校）の屋内運動場にエアコ
ンを導入

４６３,６５８６,４３７０２４,３５８４９４,４５３学校運営に要する経費

給食用強化磁器食器、食器消毒保管庫、冷蔵庫、オーブン、移動式調理台、炊飯器およびフライ
兼用釜を購入３７５,９７７７２３００３７６,７００学校給食に要する経費

不登校等の課題対応ならびに児童・生徒および保護者への支援体制充実のため、スクールソーシ
ャルワーカーを２人増員１８,９６１００６,１７０２５,１３１教員研究指導に要する経費

新学習指導要領における外国語教育について、授業数を増やし、外国人英語指導助手（ＡＬＴ）
を充実させることで教員のスキルアップおよび児童の学習意欲を醸成１９,７９３０００１９,７９３語学指導に要する経費

教員が児童・生徒への指導に注力できるよう、スクール・サポート・スタッフを全校に、勤務時
間を増やして配置１３,８０６００３４,６３９４８,４４５その他教育指導等に要する経費

第４次生涯学習推進計画および社会教育関係施設個別施設計画を策定２７,０５８００４５２７,１０３社会教育活動に要する経費
子どもの安全・安心な居場所作りの充実のため、活動内容および活動回数のさらなる発展のた
め、スタッフの謝礼を増額２,１４９００４,０２９６,１７８放課後子どもプラン事業に要する経費

地域全体で子どもたちの学びおよび成長を支えることならびに地域の活性化を目的として、緑小
学校で地域学校協働活動（地域未来塾など）を実施２２１００４２９６５０地域学校協働活動推進事業に要する経費

武蔵小金井駅南口再開発第２地区で発見された遺跡を中心に市の歴史、文化等の魅力を発信する
ために、再開発施設内の一角に展示施設を開設１,５８９００６８１,６５７文化財の保護・調査・啓発活動に要する経

費

聖火リレー、自転車ロード等東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に係る事業を実施５７３１,９５９０４３７２,９６９東京２０２０オリンピック・パラリンピック推
進に要する経費

ボイラー、空調機器およびろ過機更新、剣道場床改修、全館照明器具ＬＥＤ化改修工事等を実施１４６,７８２１４,０５２４５５,０００４６,１００６６１,９３４総合体育館維持管理に要する経費
電気窯を購入し、窯を使用する小屋の電源を電気窯が使用できるよう修繕６４,４１８８２０２,１００６６,６００公民館維持管理に要する経費

４　だれもが安心して暮らせる思いやりのあるまち（福祉と健康）
全ての市民を対象に、複合的で複雑な課題の解決に向けた総合支援を行うための福祉総合相談窓
口を設置１,９５１００５,８５３７,８０４福祉総合相談窓口に要する経費

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成１７年法律第１２３号）に基づ
き、指定障害福祉サービス等の支給量の見込みについて３年ごとに定めるため、令和２年度まで
を期間とする現計画（第５期）の改定を実施

５９００００５９０障害福祉計画に要する経費

相談ニーズの多様化により支援が長期化するとともに、特に就労している方に対する定着支援が
増加していることに伴い、コーディネーターを１人増員１２,１５９００１２,０９０２４,２４９障害者就労支援センター運営に要する経費

地域生活において障がいのある方およびその家族の緊急事態に対応できる体制として地域生活支
援拠点を整備していくために必要な業務を新たに委託。雇用・就労が困難な精神障がい者に対し
て、創作的活動等の強化を図るため専門の職員を配置し必要な機材を購入し、職員の資質向上の
ため研修を強化。一般住宅への入居を希望しているが、入居が困難な障がいのある方に対し、必
要な支援を行うとともに、家主等への相談・助言を通じて障がいのある方の地域生活を支援。聴
覚に障がいのある方等の意思疎通等を支援する手話通訳者を週１回（午前４時間、午後４時
間）、第二庁舎等に配置し、情報伝達を支援

７５,５５３５６０５４,４０４１３０,０１３地域生活支援事業に要する経費

在宅の重度心身障害児（者）等に対し、看護師等を自宅に派遣し一定時間ケアを提供することに
より、ケアを常時行っている家族の休養を図る２４００２３４７重症心身障害児（者）等在宅レスパイト事

業に要する経費
従来の配食サービスに加え、新たに１週間に４回から６回までの範囲内で配食サービスを実施
し、事業の充実を図る２６,０７５００７０２６,１４５高齢者食の自立支援事業に要する経費

介護人材の不足に対応するため、定員を拡充の上、市内で研修を実施し、市内事業所で働く人材を育
成３７７００１,１２９１,５０６介護職員研修等に要する経費

ゲートキーパー養成研修を実施するとともに本市の自殺対策計画の周知および啓発のため、小金
井　宮地楽器ホールにて講演会を実施１０６００１０４２１０自殺対策強化事業に要する経費

第４次食育推進計画策定のため、アンケートを実施１,８８７００８０２２,６８９健康教育及び食育に要する経費
胃がんの早期発見・早期治療のための内視鏡検査を実施１９,４６５００１８９１９,６５４胃がん検診に要する経費
休日医療体制の確保のため、調剤薬局の休日開局を１店舗から２店舗へ拡充５,８３９００４９,１５１５４,９９０休日・休日準夜診療に要する経費
災害時に緊急医療救護所を２院追加設置するための資機材を購入２６,４９５００３９６２６,８９１その他保健衛生事業の管理運営に要する経費
退院直後に支援が必要な母子に心身のケア、育児のサポート等を行い、安心して子育てできる支
援体制を確保１,９６２００７,２１７９,１７９産後ケア事業に要する経費

令和２年度の主な事業の概要
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小・中学校の建設

45億4,877万1千円
（22.4％）

減税補てん債、一般土木事業、
福祉施設の建設事業等

市債現在高203億1,241万4千円
（ ）内は、市債総額に対する比率

5億4,135万円2千円
（2.6％）

市民１人当たりの額
163,707円
人口124,078人
（令和3年4月1日現在）

53億6,441万4千円
（26.4％）

70億2,154万円5千円
（34.6％）

文化センター等事業債 下水道の建設

18億655万3千円
（8.9％）

10億2,977万9千円
（5.1％）

349,067.44㎡ 167,293.44㎡

5億4,105万9千円

株　券

5,418万4千円 17億9,436万円

109億2,198万6千円
環境基金など

その他
（11.9％）

25億6,189万5千円
58億9,160万円
＝43.5％

国庫支出金
（20.6％）

31億2,980万1千円
101億9,864万7千円

＝30.7％

市　税
（42.2％）

124億298万3千円
209億616万円
＝59.3％

都支出金
（14.9％）
19億4,137万円
73億9,359万8千円

＝26.3％

地方消費税交付金
（5.1％）

14億2,802万2千円
24億9,800万円
＝57.2％

市債
（3.3％）
0円

16億5,530万円
＝0.0％

使用料及び手数料
（1.8％）

4億8,726万2千円
9億1,240万1千円
＝53.4％

地方特例交付金
（0.2％）

1億2,705万7千円
8,700万円
＝146.0％

民生費
（48.8%）

103億4,754万9千円
241億6,710万9千円

＝42.8%

歳出総額
185億6,151万2千円
495億4,270万6千円

＝37.5%

土木費
（7.6%）

9億8,397万8千円
37億8,162万4千円

＝26.0%

総務費
（10.6%）

16億9,779万4千円
52億6,870万5千円

＝32.2%

教育費
（8.7%）

16億9,682万3千円
42億9,418万5千円

＝39.5%
衛生費
（13.6%）
19億8,959万円
67億4,363万2千円

＝29.5%

公債費
（4.6%）

7億6,256万1千円
22億8,817万5千円

＝33.3%

消防費
（3.2%）

7億3,031万2千円
15億5,596万3千円

＝46.9%

その他
（2.9%）

3億5,290万5千円
14億4,331万3千円

＝24.5%

歳入予算額
（  ）内は、歳入予算総額に対する比率
 　  収入済額  　　　　　　＝収入率 　  予算現額

［図 A］一般会計執行状況〈歳入〉

［図B］一般会計執行状況〈歳出〉

歳出総額
（  ）内は、歳出予算総額に対する比率
　   支出済額　  　　　　　＝執行率 　  予算現額

歳入総額
220億7,839万円
495億4,270万6千円

＝44.6%

　市の財政は、皆さんから納めていただいた税金や国・都からの
補助金などで賄われています。これらがどの仕事に使われている
かを、令和３年度上半期（４月１日〜９月３０日）における予算の
執行状況を通してお知らせします。
 財政課財政係（☎０４２−３８７−９８０２）問

　９月３０日現在における予算額は、一般会計と特
別会計を合わせて総額７１１億９,２２１万２千円となっ
ています。これは当初予算６６８億１,２７８万２千円
（繰越事業費繰越財源充当額３,４７３万４千円を含
む）に、補正予算額４３億７,９４３万円を加えたもので
す。前年同期と比べ１２.５％の減となりました。
 

　道路や学校、集会施設等の公共施設の建設や改
修、少年自然の家（清里山荘）・総合体育館の運営
や委託、社会福祉、消防、ごみ処理など、市が行
う事業の大部分を賄います。総額は前年同期と比
べ１７.５％の減となっています。主な財源である市
税の収入率は、前年同期と比べ１.８ポイントの増と
なっています。また、全体の収入率は、前年同期
と比べ１２.８ポイントの減となっています。（図
Ａ、図Ｂ）
 

　各特別会計は、前年同期と比べ国民健康保険は
２.７％、介護保険は０.９％、後期高齢者医療は０.５％
の増となっています。公営企業会計は、下水道事
業が前年同期と比べ収入は３.９％、支出は６.４％の
増となっています。（表１、表２）
 

　福祉施設の建設、都市計画道路整備などのまち
づくり、小・中学校の改修、下水道事業には、多
額の資金を必要としますが、この資金の一部を国
や都・銀行などから長期にわたって借り受け、事
業に充てています。このような市の長期借入金の
ことを、市債といいます。総額は、前年同期と比
べ、３.１％の減となりました。（図Ｃ）
 

　市が保有し管理している財産には、市役所の庁
舎をはじめ、学校や集会施設などの建物や土地、
その他の物品、基金などがあります。総額は、９３１
億４,２２１万９千円で、前年同期と比べ０.２％の増と
なっています。（図Ｄ）

一 般 会 計

特別会計および公営企業会計

市　 債

市 有 財 産

妊産婦、乳幼児等への切れ目ない支援をめざすべく、国が定めた必須業務を実現するために、令
和３年２月に子育て世代包括支援センターを開設５６００２１２２６８子育て世代包括支援センターに要する経費

令和２年１０月からのロタウイルス定期接種化に伴い、接種を実施１３,２４７６８００１３,３１５ロタウイルスワクチン接種に要する経費
認可保育所（令和３年４月に３園新規開設）の運営費および３歳以上児の副食費の一部を補助７９０,９０８００９４０,７８５１,７３１,６９３民間保育所助成に要する経費
幼稚園、認可外保育施設等市の確認を受けた施設の利用に係る費用の一部を給付１６１,４０６００４９９,７７５６６１,１８１子育てのための施設等利用給付に要する経費
令和４年度の子どもの権利救済窓口設置に向け、制度設計および設置準備を実施７,８７２６９０１２７８,０６８青少年健全育成に要する経費
台風の影響により立入禁止となっていた使用区画について、東京学芸大学の協力による再開に当
たり、再整備を実施３,３８６００３,３８５６,７７１冒険遊び場事業に要する経費

５　基本構想実現のために（計画の推進）
各施設の現状を踏まえた計画的な修繕等の実施体制を具体的に計画するため、公共施設個別施設
計画を策定２２,７１２０００２２,７１２公共施設マネジメント推進に要する経費

新庁舎・（仮称）新福祉会館建設に向け、実施設計を取りまとめ、施工者選考に向けた準備を実施６,７５９１０９,７２１０５,４４０１２１,９２０新庁舎等建設に要する経費
新庁舎・（仮称）新福祉会館に合わせて情報システム基盤の再整備を実施するため、機能要件およ
び非機能要件の定義付けを行うとともに、調達仕様書作成等に着手３２,７６３０００３２,７６３電算業務に要する経費

議会運営委員会において、市民２,０００人を対象に議会活動に関するアンケート調査を実施１２,７８９０００１２,７８９議会広報及び会議録に要する経費

６　新型コロナウイルス感染症対策関連事業
新型コロナウイルス感染症の影響により、売り上げが減少している市内中小企業者等に対し、事
業継続支援給付金およびこがねい事業者応援金を支給３８９,７０７６２０４,０３２３９３,８０１商工振興に要する経費

新型コロナウイルス感染症による市民生活に及ぼす影響を軽減するため、簡素で迅速に家計への
支援を行うことを目的とした特別定額給付金および新生児特別定額給付金を給付８７,６４１００１２,３３４,７０４１２,４２２,３４５特別定額給付金給付に要する経費

新生児特別定額給付金給付に要する経費
新型コロナウイルス感染症のまん延予防のため、円滑なワクチン接種の実施に向けて必要な体制を確保０００２８,６７５２８,６７５新型コロナウイルスワクチン接種に要する経費
新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世帯を支援するため、令和２年４月分の児
童手当支給者に対し、子育て世帯臨時特例給付金を支給０００１２４,０７７１２４,０７７子育て世帯への臨時特別給付金給付に要す

る経費
ＩＣＴ技術を活用することで、個々の児童・生徒に合わせた個別的なものへと変容させ、多様な学
びを提供するＧＩＧＡスクール構想の実現のため、児童・生徒１人につき１台の端末を整備１９２,０６０００５８９,５２３７８１,５８３教育振興に要する経費

令令和和３３年度 上半期の財政状年度　上半期の財政状況況 予算の執行状況

支出済額収入済額予算現額区分 執行率（％）収入率（％）
３８.９３,９８０,２６６４４.３４,５３９,１４９１０,２３５,５５１国民健康保険
４１.８３,６１３,７５７４６.４４,０１３,７２４８,６４２,５９８介 護 保 険
３１.０８６０,０４９４３.３１,２０１,０７４２,７７１,３５７後期高齢者医療

［表１］特別会計執行状況 （単位：千円）

下水道事業

執行済額予算現額 執行率（％）
４１.７９３３,２１４２,２３７,７８４収 入
３４.３８５３,４１１２,４８５,３７５支 出

（単位：千円）［表２］公営企業会計執行状況
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番
号
を
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
２

２
儿　

儿
７
１
１
７ 

０
４
２
２

２７

儿　

儿
７
４
７
６
）
へ

２７

申

FAX

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

　

市
で
は
、
雨
水
を
な
る
べ
く
下

水
道
に
流
さ
ず
、
大
地
に
か
え
す

雨
水
浸
透
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
を
継
承
す
る
た

め
、
新
築
や
増
改
築
の
際
に
は
、

雨
水
浸
透
ま
す
等
の
設
置
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
助
成
対
象
と
な
る
既
存

家
屋
に
対
し
、
雨
水
浸
透
ま
す
等

の
設
置
へ
の
工
事
費
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

■
助
成
対
象
昭
和　

年
８
月
以
前

６３

に
建
築
し
た
家
屋
（
浸
透
禁
止
区

域
を
除
く
）

■
助
成
額　

万
円
を
限
度
と
し
ま

４０

す
※
助
成
対
象
工
事
範
囲
以
外

（
主
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壊
）
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す

■
助
成
対
象
の
工
事
範
囲
雨
ど
い

か
ら
接
続
し
た
雨
水
浸
透
施
設
設

置
工
事

 

下
水
道
課
業
務
設
備
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
８
）
ま
た
は
市
内

３８７
排
水
設
備
指
定
工
事
店
へ

申

既
存
家
屋
へ
の
設
置
工
事
費
を
助

既
存
家
屋
へ
の
設
置
工
事
費
を
助
成成

雨
水
浸
透
施
設
設
置
に
ご
協
力
を

費用
（教材費含む）講習時間日　程講習名

１,５００円／時間
（教材費は別途

実費）相談して決定します
※個人教室

一般レッスン

２,５００円／時間初期設定、ト
ラブル対応

５,０００円／月１３：００〜
１６：００

月２回（火
曜・木曜・
土曜日のい
ずれか）

CoCoサロン
（パソコン趣
味の講座）

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　同キットは、緊急時や災害
時に備えて、かかりつけ医、
持病、服薬状況、緊急連絡先、
障がいの程度、支援上の留意
点などを記入した情報シート
や保険証の写しなどを入れて
保管しておく容器です。
　迅速な救急、救命活動を行
うための重要な手助けになる
とともに、災害時に適切な支
援を得るための情報伝達用具
として使うことができます。
 次のいずれかに該当する在
宅の方およびそれに準ずる方
渇７５歳以上のひとり暮らしの
方および７５歳以上の高齢者の
みの世帯の方渇身体障害者手
帳１・２級の方渇愛の手帳
１・２度の方渇精神障害者保
健福祉手帳をお持ちの方渇難

対

病者福祉手当を受給されてい
る方
 直接、地域福祉課（市役所
第二庁舎２階）、保健センタ
ー、各地域包括支援センタ
ー、本町高齢者在宅サービス
センター、障害者福祉センタ
ー、精神障害者地域生活支援
センターそらへ※代理の方の
申請も可能です
 地域福祉課地域福祉係（☎
０４２−３８７−９９１５）

申

問

救急医療災害支援情報
キットのご活用を

障障障障障障障障障障障障
がががががががががががが
いいいいいいいいいいいい
のののののののののののの
ああああああああああああ
るるるるるるるるるるるる
ああああああああああああ
なななななななななななな
たたたたたたたたたたたた
をををををををををををを
応応応応応応応応応応応応
援援援援援援援援援援援援
しししししししししししし
まままままままままままま

障
が
い
の
あ
る
あ
な
た
を
応
援
し
ま
すすすすすすすすすすすすす

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

エ
ン
ジ
ョ
イ
ワ
ー
ク
・
こ
こ
ろ

　

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
ワ
ー
ク
・
こ
こ

ろ
」
は
、
運
営
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
り

ん
く
に
委
託
し
、
就
労
を
希
望
す

る
障
が
い
の
あ
る
方
の
就
労
相
談

や
、
就
労
後
の
悩
み
な
ど
就
労
に

関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
施
設
や
職
業
訓
練
所
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
利
用
す
る
方
々
の

「
働
き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
支
援

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
し
ま
す
。

　

初
め
て
利
用
す
る
方
に
は
、「
働

く
こ
と
」
に
対
す
る
状
況
な
ど
を

聞
き
、
準
備
が
必
要
な
場
合
に
は

そ
の
た
め
の
基
礎
訓
練
の
方
法
を

提
案
し
ま
す
。
準
備
が
整
っ
た
が

自
信
が
な
く
て
不
安
で
あ
る
と
い

う
方
に
は
、
企
業
実
習
や
職
場
体

験
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

　

就
労
生
活
の
前
に
、
生
活
・
健

康
面
の
安
定
、
職
場
体
験
を
通
じ

て
の
自
己
理
解
な
ど
の
課
題
が
あ

る
方
に
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
共
に
考
え
、
一
緒
に
解
決
し
ま

す
。

　

ま
た
就
職
し
て
か
ら
も
、
安
定

し
た
職
業
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

必
要
に
応
じ
、
職
場
な
ど
を
訪
問

し
、
問
題
が
あ
れ
ば
解
決
の
方
法

を
雇
用
先
と
相
談
し
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
、
職
場
を
離
れ
た

方
に
は
再
就
職
の
支
援
を
し
ま

す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
障
害
者
職
業

セ
ン
タ
ー
、
職
業
能
力
開
発
施

設
・
福
祉
施
設
、
作
業
所
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
学
校
、
医
療
機

関
、
事
業
主
団
体
な
ど
と
か
か
わ

り
合
い
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の

相
談
に
合
わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

形
で
「
働
く
こ
と
」
へ
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://e-w

-co
co
l

o
.co
m
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
▽
相
談
に
関
す
る
個
人
情
報
は

堅
く
守
り
ま
す
▽
支
援
の
流
れ
・

内
容
は
相
談
者
の
状
況
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す

【
利
用
で
き
る
方
】

▽
市
内
在
住
で
就
労
を
希
望
す
る

障
が
い
の
あ
る
方
▽
就
労
中
の
障

が
い
の
あ
る
方
ま
た
は
障
が
い
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
方
と
家
族
※
障

が
い
種
別
、
障
害
者
手
帳
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん

【
利
用
案
内
】

■
開
所
日
原
則
、
月
曜
～
金
曜
日

午
前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１

３０

時
～
５
時
（
祝
日
を
除
く
）
■
利

用
方
法
相
談
は
、
原
則
と
し
て
予

約
制
で
す
。
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い 

▽
事
業

所
の
方
の
相
談
も
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
▽
情
報
提
供
ス
ペ
ー
ス

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
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障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
６
６ 
　

儿　

儿

３８７

０４２

３８０

７
７
６
５
）

問

FAX



103・12・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

予
防
接
種
等
保
健
衛
生
事
業
は
健
康
ガ
イ
ド
へ ・

どど
もも

子子

育育
てて

子子

健康ガイド

貫
井
北
町
５
儿　

儿　
18

18

〒　
儿
0
0
1
5

184
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

（
☎　
儿　

儿
1
2
4
0
）

042

321

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
～
土

０４２

３２１

曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す

※
☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
、
☎
０
１
２
０
儿　

儿　

へ

１８９

７８３

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

 
眼 
瞼 
け
い
れ
ん
と
は

け
ん

　

眼
瞼
け
い
れ
ん
と
い
う
病
気
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
け
い
れ
ん

と
い
う
言
葉
か
ら
想
像
さ
れ
る
よ

う
な
ま
ぶ
た
が
ピ
ク
ピ
ク
す
る
病

気
で
は
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
な
瞬
き

が
上
手
く
で
き
な
く
な
り
不
快
な

症
状
が
出
て
く
る
病
気
で
、
症
状

も
目
が
し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ
す
る
、
ま

ぶ
し
い
、
目
の
周
辺
が
不
快
、
痛

い
、
目
が
乾
く
感
じ
な
ど
ド
ラ
イ

ア
イ
に
似
た
症
状
を
呈
す
る
の
が

特
徴
で
す
。
抑
う
つ
、
不
眠
な
ど

精
神
症
状
を
持
つ
人
も
い
て
、
う

つ
病
な
ど
と
間
違
え
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
　

～　

歳
以
上
に
多
く
、
女
性

４０

５０

は
男
性
の
２
・
５
倍
も
多
い
で

す
。
目
が
全
く
開
け
ら
れ
な
い
ほ

ど
の
重
症
例
は
少
な
い
で
す
が
、

軽
症
例
を
含
め
る
と
、
日
本
に
は

少
な
く
と
も　

～　

万
人
以
上
の

３０

５０

患
者
さ
ん
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
め
面
の
よ
う
な
表

情
に
な
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

多
く
の
場
合
は
原
因
不
明
で
す

が
、
安
定
剤
、
睡
眠
導
入
薬
、
抗

精
神
病
薬
の
服
用
や
化
学
物
質
へ

の
暴
露
が
原
因
や
誘
因
に
な
っ
て

い
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は

可
能
な
限
り
こ
れ
ら
の
薬
を
中
止

し
た
り
、
暴
露
し
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

根
治
的
に
治
す
方
法
は
あ
り
ま

せ
ん
。
最
も
用
い
ら
れ
る
治
療
は

対
症
療
法
（
症
状
を
改
善
す
る
治

療
）
で
、
目
の
周
り
の
皮
膚
に
ボ

ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
Ａ
を
少
量
注
射
し

て
、
目
の
周
り
の
筋
肉
を
緩
め
る

方
法
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
か
な
り

の
方
が
症
状
が
落
ち
着
き
以
前
よ

り
も
楽
に
日
常
生
活
が
送
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
は
、

ク
ラ
ッ
チ
眼
鏡
の
よ
う
に
眼
鏡
に

目
の
周
り
の
筋
肉
を
刺
激
す
る
も

の
を
取
り
付
け
て
ま
ぶ
た
を
開
き

や
す
く
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が

い
ず
れ
も
補
助
的
な
治
療
で
す
。

　

当
て
は
ま
る
よ
う
な
症
状
が
あ

り
点
眼
治
療
を
し
て
も
改
善
が
少

な
い
方
は
ぜ
ひ
専
門
の
先
生
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

小
金
井
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　

南
雲　

は
る
か

  

１
月　

日
（
土
）
午
前　

時
～

２２

１０

　

時　

分 

保
健
セ
ン
タ
ー 
 
沐 もく

１１

３０

浴
実
習 

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

妊
婦
ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方

（
妊
娠
週
数
は
目
安
で
す
。
初
産

婦
の
方
の
み
） 
　

人
（
各
家
庭

２２

１
人
。
申
込
順
） 
　

月
１
日
か

１２

ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

 
【
１
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

１
月　

日
（
火
）
午
前　

時　

１８

１０

３０

分
～　

時　

分
、　

時　

分
～
午

１１

１５

１１

３０

後
０
時　

分 

お
お
む
ね
４
～
５

１５

か
月
児
の
保
護
者

【
２
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

１
月　

日
（
火
）
午
後
２
時　

１８

４５

分
～
３
時　

分 

お
お
む
ね
６
～

４５

７
か
月
児
の
保
護
者

【
３
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

１
月
７
日
（
金
）
午
後
１
時　
３０

分
～
２
時　

分 

お
お
む
ね
８
～

４５

　

か
月
児
の
保
護
者

１１

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

歯
科
衛
生
士

（
１
回
食
を
除
く
）・
管
理
栄
養

士
に
よ
る
講
義
な
ど 

各
回
９
人

（
申
込
順
） 

母
子
同
室
で
す 
　
１２

月
１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

１
月　

日
～　

日
の
毎
週
火
曜

１１

２５

日
午
前
９
時　

分
か
ら
、　

時　

４５

１０

１５

分
か
ら 

保
健
セ
ン
タ
ー 

歯
磨

き
や
栄
養
の
相
談
な
ど
※
希
望
者

は
歯
科
健
診
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す 

令
和
元
年
６
月
生
ま
れ

（
２
歳
６
か
月
）
～
２
年　

月
生

１２

両
親
学
級

時

所

内

対

定
申

離
乳
食
教
室

時

対

時

対

時

対

所

内
定

他

申

む
し
歯
予
防
教
室

時

所

内

対

ま
れ
（
１
歳
）
の
子
ど
も
※
転
入

等
で
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
い
る
場

合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い 

各
回

５
人（
申
込
順
） 　

月
１
日
か

１２

ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

 　

市
内
の
中
学
生
が
作
成
し
た
薬

物
乱
用
防
止
を
テ
ー
マ
と
す
る
ポ

ス
タ
ー
お
よ
び
標
語
（
入
賞
作

品
）
の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

 
　

月　

日
（
水
）～　

日
（
月
）

１２

１５

２０

午
前
９
時
～
午
後　

時
（　

日
は

１０

１５

正
午
か
ら
、　

日
は
午
後
１
時
ま

２０

定

申

薬
物
乱
用
防
止

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
展
示
会

時

険
の
自
己
負
担
す
べ
き
額
か
ら
一

部
負
担
額
を
除
い
た
額
を
助
成
し

ま
す
。

　

今
ま
で
受
給
し
て
い
な
か
っ
た

方
で
も
、
令
和
２
年
中
の
所
得
が

制
限
内
の
方
は
、
令
和
４
年
１
月

１
日
か
ら
受
給
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
受
給
中
の
方

は
、
改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間　

月
１
日
（
水
）
～

１２

　

日
（
水
）
■
受
付
場
所 

子
育

２２て
支
援
課
手
当
助
成
係
（
市
役
所

第
二
庁
舎
３
階
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

３
９
）

  
　

月　

日
、
１
月
８
日
、　

日
、

１２

１１

２２

２
月
５
日
、　

日
い
ず
れ
も
土
曜

２６

日
午
前　

時
～
午
後
３
時　

分
※

１０

３０

こ
の
ほ
か
の
日
程
で
保
育
実
習
・

普
通
救
命
講
習
が
あ
り
ま
す
。
出

席
で
き
る
回
か
ら
の
参
加
も
可
能

で
す 

上
之
原
会
館 

援
助
活
動

に
関
心
の
あ
る　

歳
以
上
の
方 

２０

千　

円
（
資
料
代
） 

電
話
で
同

５００
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１
７
０

０４２

３２０

１
＝
日
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
へ

 　

初
め
て
の
方
に
親
子
あ
そ
び
ひ

ろ
ば
「
ゆ
り
か
ご
」
を
ゆ
っ
く
り

ご
案
内
し
ま
す
。
プ
レ
マ
マ
・
プ

レ
パ
パ
も
参
加
で
き
ま
す
。

 
　

月　

日
（
木
）
午
前　

時　

１２

１６

１０

３０

分
～　

時 

保
健
セ
ン
タ
ー 

未

１１

就
学
児
と
保
護
者 

電
話
ま
た
は

直
接
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

問

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

協
力
会
員
講
習
会

時

所

対

￥

申

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

よ
う
こ
そ　

ゆ
り
か
ご
へ

儿
ゆ
り
か
ご
っ
て
、

　

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

時

所

対

申

ー
（
☎　

儿　

儿
３
１
４
１
＝
月

０４２

３２１

曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）
へ

  
　

月　

日
（
水
）
午
後
２
時
～

１２

１５

２
時　

分 

公
民
館
東
分
館 

市

３０

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
０
～
２

歳
児
と
保
護
者 
　

組
（
申
込

１０

順
） 
　

月
１
日
か
ら
、
電
話
ま

１２

た
は
直
接
、
図
書
館
東
分
室
（
☎

　

儿　

儿
４
５
５
０
）
へ

０４２

３８３

  
　

月　

日
（
土
）
午
前　

時
～

１２

１１

１０

正
午 

公
民
館
本
館 

佐
野
幸
子

さ
ん
（
手
仕
事
講
師
） 

市
内
在

住
・
在
学
の
小
学
生
と
保
護
者 

８
組
（
多
数
抽
選
） 
　

円 
　

５００

１２

月
６
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
（
１
組
１
通
）
に
住
所
・

子
ど
も
と
保
護
者
の
氏
名
・
子
ど

も
の
学
年
と
保
護
者
の
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
公
民
館
本
館

「
親
子
で
楽
し
む
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
と
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
係
」
（
〒

　

儿
０
０
０
４
本
町
２
儿　

儿　

１８４

１５

１１

☎　

儿　

儿
１
１
８
４
）
へ

０４２

３８３

赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の

お
た
の
し
み
会

時

所

対

定

申
市
民
講
座

親
子
で
楽
し
む
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
と
オ
ー
ナ
メ
ン
ト

時

所

講
対

定

￥

申

で
） 

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー

ル
マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス
ス
ペ
ー
ス 

健
康
課 所

問

 　
　

歳
に
達
し
た
年
度
の
末
日

１８
（
障
が
い
が
あ
る
場
合
は　

歳
未

２０

満
）
ま
で
の
児
童
が
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
に
対
し
て
、
医
療
保

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
の
申
請
受
付

■
受
付
期
間　

月　

日
（
水
）（
必

１２

１５

着
）
ま
で

※
窓
口
受
付
は　

月
６
日
（
月
）

１２

か
ら
（　

日
は
除
く
）
。　

日

１１

１２

（
日
）は
午
前
９
時
～
午
後
１
時
に

受
け
付
け
ま
す

 

市
内
在
住
で
、
保
護
者
の
就
労

等
に
よ
り
放
課
後
の
保
育
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
で
、
令

和
４
年
４
月
１
日
時
点
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

▽
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童

▽
愛
の
手
帳
３
・
４
度
、
身
体
障

害
者
手
帳
５
～
７
級
を
所
持
ま
た

は
医
師
の
診
断
書
を
提
示
し
、
学

童
保
育
所
で
の
集
団
生
活
に
支
障

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
小
学
校
４

年
生
ま
で
の
児
童

■
定
員
等
左
表
の
と
お
り

※
学
童
保
育
所
内
の
第
１
～
５
の

指
定
は
で
き
ま
せ
ん

対

■
育
成
料
世
帯
の
市
・
都
民
税
課

税
標
準
額
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す

■
申
請
書
配
布
場
所
等
児
童
青
少

年
課
、
各
学
童
保
育
所（
左
表
）、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
保
育
施
設
等
で
は
配
布
し
ま
せ

ん
 

提
出
書
類
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

■
申
込
方
法
受
付
期
間
内
に
、
原

則
郵
送
で
児
童
青
少
年
課
へ

※
持
参
す
る
場
合
は
窓
口
受
付
期

間
内
に
、
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階

　

会
議
室
へ

３０２
 

児
童
青
少
年
課
学
童
保
育
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
４
７
）

他問

住所・電話番号定員学区域学童保育所名

本町１－２－１３
（☎０４２－３８３－１１８３）

６０人
第一小学校

さくらなみ第１
５０人　　〃　　第２
４０人　　〃　　第３（暫定）

桜町２－３－６０
（☎０４２－３８３－５４８８）

５５人第二小学校たけとんぼ第１
３５人　　〃　　第２

梶野町５－７－３３・３８
（☎０４２－３８５－３３７０）

各所
４０人第三小学校あかね　　第１〜第５

貫井南町３－６－２７
（☎０４２－３８３－５４８９）

６０人第四小学校さわらび　第１
３０人　　〃　　　第２

東町４－２５－７
（☎０４２－３８５－９２８０）

６０人
東小学校

たまむし　第１
３０人　　〃　　　第２
４０人　　〃　　　第３（暫定）

前原町３－３－１６
（☎０４２－３８３－１１７９）

６０人
前原小学校

まえはら　第１
３０人　　〃　　　第２
４０人　　〃　　　第３（暫定）

本町５－４－２５
（☎０４２－３８５－３３６０）

６０人本町小学校ほんちょう第１
３０人　　〃　　第２（暫定）

緑町４－１８－２５
（☎０４２－３８３－１１７８）

６０人
緑小学校

みどり　　第１
２０人　〃　　　第２
４０人　〃　　　第３（暫定）

前原町２－２－２１
（☎０４２－３８３－１１６７）

４０人南小学校みなみ　　第１
４０人　〃　　　第２

令令
和和
４４
年年
度度

学
童
保
育
所
入
所
申
し
込

学
童
保
育
所
入
所
申
し
込
みみ

　

月　

日
（
水
）
ま
で

１２

１５



113・12・1 各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。

掲載内容の詳細は、主催者にお問い合わせください。費用の掲載のないものは、原則無料です。

広告掲載等のお問い合わせは、㈱キョウエイアドインターナショナル（広告代理店） contact@kyoeiad.co.jpへ糸

広
告
枠

 

●小金井ファーマーズ・マーケット
冬の感謝フェア　 １２月４日（土）、
５日（日）午前９時３０分～午後４時
 ＪＡ東京むさし小金井ファーマー
ズ・マーケット（中町４−１６−２２） 
小金井産農産物を特別価格にて販
売、特産品コーナー等 同マーケッ
ト（☎０４２−３８５−３２８１）
●小金井雑学大学　 １２月５日（日）
午後２時～４時 上之原会館集会室
 全国初のコミュニティバス「ムー
バス」−政治の役割 土屋正忠さん
（元・武蔵野市長） １００円（資料
代） 当日直接会場へ 田中（☎０８０
−５６４５−１４７７）
●エコクラフト−新年を祝うしめ飾
り　 １２月８日～２２日の毎週水曜日
午前１０時～１１時３０分、午後１時～２
時３０分 環境楽習館 各回１０人（申
込順） ７００円（材料費等） １２月１日
から、電話で NPO こがねい環境ネ

催催 しし ・・ 講講 座座催 し ・ 講催 し ・ 講 座座

時

所
内

問

時
所

内
講
￥

申 問

時

所 定
￥ 申

ットワーク（☎０７０−２３６１−０４３５）へ
●小金井社会福祉士会定例会−協同
労働と労働者協同組合法について　
 １２月９日（木）午後６時３０分～８
時３０分 公民館貫井北分館学習室
Ｃ・Ｄ 田嶋康利さん（日本労働者
協同組合連合会専務理事） ２０人
（申込順） １２月１日から、電話で
同会・高橋（☎０８０−３６９９−５３３３）へ
●事業のこれからを考える第二創業
＆起業セミナー　 １２月１０日（金）
午後２時～４時 商工会館２階 土
肥健夫さん（内閣府地域活性化伝道
師） １２月７日（火）午後５時から、
ParadiseKitchenWAI（東町４−３８
−１７）で、事業に関するなんでも雑
談会あり 電話で商工会（☎０４２−
３８１−８７６５）へ
●将棋ってなあに　 １２月１９日（日）
午前１０時３０分から、午後１時から、
３時から（各回１時間） 小金井　
宮地楽器ホール 小学生以上 各回
１０人（申込順） １２月７日から、Ｅメ

時
所
講

定
申

時
所 講

他

申

時

所
対 定

申

後援事業 掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当課に記載
方法・締切日などを確認してください。

情情報報アア・・ララ・・カカルルトト情報ア・ラ・カル情報ア・ラ・カルトト このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に市および教育委員会は携わ
っていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わせください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

ールで氏名・学年・性別・電話番号
を明記し、遊び・文化NPO小金井
こらぼ（☎０４２−３８４−２５６９ kogan 
ei.kodomo@gmail.com）へ
●肝臓病教室　 １２月２１日（火）午
後２時３０分～４時 武蔵野赤十字病
院（武蔵野市境南町１−２６−１） 
肝臓とお薬の関係、肝疾患で利用で
きる制度について ２０人 無料 １２
月２０日までに、ホームページを参照
のうえ同病院肝疾患相談センター
（☎０４２２−３２−３１３５ https://kan-
kyoten-musashino.jp/）へ
●冬休み書道教室・書初めの練習
（硬筆・毛筆）　 １２月２６日（日）、
２７日（月）午前９時～正午（全２回）
 前原町西之台会館 小学生 ２０人
（申込順） 硬筆２,０００円、毛筆４,０００

糸

時
所

内

定 ￥ 申

HP

時

所 対 定
￥

円 １２月１日から、Ｅメールでいろ
は書道会事務局・高原（☎０９０−
８３１８−８０５９ koganeishodo@gmail. 
com）へ
 

●気流道護身術教室　 １２月１１日
（土）午後７時～８時１５分 本町小
学校体育館 市内在住・在勤の方 
１０人（申込順） １２月１日～１０日に、
電話で市気流道連盟・宮田（☎０８０
−５０１３−６７２３）へ
●年代別ミックスダブルス卓球大会
 １月１６日（日）午前９時から 総合
体育館 １２０組（申込順） １組
２,０００円 １２月１０日～３１日に、電話ま
たはファクスで市卓球連盟・小島
（☎ ＝０４２２−８８−７２１３）へ

申

糸

スス ポポ ーー ツツス ポ ース ポ ー ツツ
時
所

対 定
申

時 所
定 ￥
申

FAX

 

■浅川清流環境組合可燃ごみ処理施
設見学　 １２月２７日（月）午前１１時
から、午後２時から オンライン 

時
所 対

日野市、国分寺市、小金井市在住の
小学生とその家族 各回１０組（多数
抽選） ホームページを確認のうえ、
１２月１７日までに、浅川環境テクノロ
ジー（☎０４２−５１４−８９３０ https://a 
sakawa.ekankyo２１.com）へ

定
申

HP

eevveenntt

催
し

  　

外
国
籍
の
方
向
け
の
日
本
の
文

化
を
一
緒
に
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ

講
座
で
す
。
実
際
に
セ
リ
フ
や
効

果
音
を
描
き
な
が
ら
漫
画
の
作
成

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

 

１
月　

日
（
土
）
午
後
１
時　

２２

３０

分
～
３
時　

分 

オ
ン
ラ
イ
ン 

３０

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学

生
以
上
で
、
外
国
籍
の
方
ま
た
は

外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
方 

加
藤

屋
大
悟
さ
ん
（
漫
画
家
）
ほ
か 

　

人
程
度
（
多
数
抽
選
） 

１
月

１５７
日
ま
で
に
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
氏

名
・
住
所
（
市
外
の
場
合
、
勤
務

先
・
学
校
名
）・
電
話
番
号
・
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
英
語
の
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
な
方
は
サ
ポ
ー
ト
希
望

と
明
記
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

課
文
化
推
進
係
（
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

９
２
３ 

s0
3
0
2
9
9
@
ko
gan
ei

-sh
i.jp

）
へ

学
び
・
く
ら
し

マ
ン
ガ
・

　

チ
ャ
レ
ン
ジ

国
際
理
解
講
座

時

所

対

講

定

申

糸

 　

小
金
井
市
史
等
を
題
材
に
し
て

明
治
・
大
正
時
代
の
こ
ろ
の
近
代

小
金
井
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

 
　

月　

日
（
土
）
午
後
３
時
～

１２

２５

４
時　

分 

文
化
財
セ
ン
タ
ー 

３０

牛
米
努
さ
ん
（
市
史
編
さ
ん
委
員

会
委
員
） 
　

人
（
申
込
順
） 

２５

　

月
１
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
Ｅ

１２メ
ー
ル
で
、
生
涯
学
習
課
文
化
財

係（
☎　

儿　

儿
９
８
７
９ 

k0

０４２

３８７

地
域
史
講
座

時

所

講

定

申
糸

2
0
1
9
9
@
ko
gan
ei-sh

i.jp

）
へ

 　

公
園
で
地
元
の
野
菜
や
逸
品
販

売
、
ま
ち
か
ど
情
報
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 
　

月
４
日
（
土
）
午
前
９
時
～

１２
正
午 

貫
井
け
や
き
公
園
（
貫
井

南
町
４
儿　

） 

観
光
ま
ち
お
こ

１４

し
協
会
（
☎　

儿　

儿
３
９
８

０４２

３１６

０
） 小

金
井
道
草
市

時

所

問

　ムーミン谷を舞台に、美しい白銀
の世界で起こるクリスマスの心温ま
る物語を紡ぐパペットアニメーショ
ン映画です。
 １２月１８日（土）午前１０時から、午
後２時から（いずれも３０分前開場）
 公民館貫井北分館　
 各回４０人（当日先着順）
 公民館本館（☎０４２−３８３−１１８４）

時

所
定
問

第５４６回
市民映画会

「ムーミン谷とウィンターワンダーランド」

（ ）201７年
ヤコブ・ブロンスキ監督

８６分

東京２０２０大会報告会
　１０月３１日に小金井　宮地楽器ホールで、東京２０２０大会報
告会が開催されました。同大会に出場された吉田健人選手
（フェンシング・サーブル男子）、小田島理恵選手（車い
すバスケットボール女子）のほか、聖火ランナーが登場し、
デモンストレーションや市長との座談を行いました。



123・12・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

  
　

月　

日
（
木
）
午
前　

時
～

１２

２３

１０

　

時 

公
民
館
東
分
館 

高
齢
者

１１学
級
の
企
画
に
関
す
る
意
見
交
換

会 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方 
　

人
（
申
込
順
） 
　

月
２

２０

１２

日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
公
民
館
東

分
館
窓
口
（
☎　

儿　

儿
４
４
２

０４２

３８４

２
）
へ

  

１
月　

日
～　

日
の
毎
週
月
曜

１７

３１

日
午
後
２
時
～
４
時
（
全
３
回
）

 

公
民
館
東
分
館 

八
覚
正
大
さ

ん
（
作
家
） 

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方 
　

人
（
多
数
抽

１０

選
） 
　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１２

１３

に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
公
民
館
東
分
館

「　

文
字
エ
ッ
セ
イ
入
門
係
」（
〒

１００

　

儿
０
０
１
１
東
町
１
儿　

儿
１

１８４

３９

☎　

儿　

儿
４
４
２
２
）
へ

０４２

３８４

 　

紋
切
り
で
飾
る
柿
渋
う
ち
わ
を

作
り
、
柿
の
葉
茶
と
柿
の
お
や
つ

を
楽
し
み
ま
す
。

 
　

月　

日
（
土
）
午
前
９
時
～

１２

１１

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時 

環
境

楽
習
館 

晴
仙
さ
ん
（
和
紙
造
形

作
家
） 

市
内

在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方 

各

回　

人
（
多
数

１０
抽
選
） 

千
円

（
材
料
費
等
） 
　

月
６
日
ま
で

１２

に
、
電
話
で
環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）
へ

０４２

３８７

公
民
館
企
画
準
備
会
高
齢
者

学
級
「
く
り
の
み
学
級
」

時

所

内

対定

申

成
人
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生

ま
れ
る　

文
字
エ
ッ
セ
イ
入
門

１００

儿
集
い
・
語
り
・
学
ぶ

時所

講

対
定

申
環
境
講
座

ま
る
ご
と
柿
づ
く
し
２

時

所

講対
定

￥

申

東京都・子供
の健康相談室

受付時間▷平日＝午後６時〜翌朝
８時▷休日（土曜・日曜・祝日）
＝午前８時〜翌朝８時☎＃８０００＝
プッシュ回線の固定電話、携帯電
話☎０３−５２８５−８８９８

２４時間テレホ
ンサービス

▷東京消防庁救急相談センター
☎＃７１１９＝プッシュ回線の固定電
話、携帯電話
☎０４２−５２１−２３２３

▷東京都保健医療情報センター・
医療機関案内ひまわり
☎０３−５２７２−０３０３
聴覚障害者向け専用
 ０３−５２８５−８０８０FAX

小児救急
（３６５日２４時間）

▷武蔵野赤十字病院
武蔵野市境南町
１−２６−１
☎０４２２−３２−３１１１

○
月
○
日（
日
）
○
月
○
日（
○
）

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

薬薬局局薬薬局局

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります

休日歯科診休日歯科診療療休日歯科診休日歯科診療療この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。
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受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

休 日 診休 日 診 療療休 日 診休 日 診 療療

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

　

月
５
日（
日
）

１２

　

月　

日（
日
）

１２

１２

 
イサク薬局

（ ）桜町1－8－4
☎042－380－5560

 
みなみ調剤薬局

（ ）貫井南町5－20－15
☎042－381－7405

 
薬局日本メディカル
（ ）本町1－18－3

☎042－316－5407

 
さくら薬局小金井本町店
（ ）本町1－5－6

☎042－386－2681

 
ココカラファイン薬局小金井店
（ ）本町1－8－14

☎042－386－2580

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

桜 

町 

病 

院
内
小

桜町1―2―20
☎042―383―4111

至武蔵小金井駅北口
桜町病院前

マ
ン
シ
ョ
ン
修
道
院

修
道
院

修
道
院

玉川上水
五日市街道

小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

武
蔵
小
金
井
ク
リ
ニッ
ク

内
循
呼
胃

本町5―19―33
☎042―384―0080

北口

小
金
井
街
道

飲食店

銀行

貫井南町5―20―13
☎042―381―6627

竹
田
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内
交番胃腸科

医院

貫井団地
薬局

貫井南町
二丁目

西の久保通り

新
小
金
井
街
道

至
貫
井
ト
ン
ネ
ル

循
内

腎
内

糖
内

〒

う
ち
や
ま
ク
リ
ニッ
ク 東町4―43―15

MKジェムズマンション1F
☎042―382―1715

都営アパート

南口
東小金井駅

内
消
肛
外

梶野町5―11―5
パピスプラザ205
☎042―401―1341

北大通り

北口

けやき
保育園
けやき
保育園

東小金井駅

梶野公園梶野公園

高
見
澤
整
形
外
科
ク
リ
ニッ
ク

整
リ 

ハ
リ 

ウ

前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

和
田
ク
リ
ニッ
ク

内

本町1―6―2
メゾン・ド小金井112
☎042―381―1112

至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口

連雀通り

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

本町1―18―3
ユニーブル武蔵小金井
スイート3階301号室
☎042―387―8176

こ
が
ね
い
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニッ
ク

耳
ア

千
賀
皮
膚
科
ク
リ
ニッ
ク

皮
泌

本町1―18―10
小金井本町ビル4階
☎042―380―5611

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

大 

見 

医 

院

産
婦

内

梶野町5―5―6
☎042―385―2272

東小金井駅

北口北口

駐車場駐車場

三小

地蔵通り地蔵通り

薬局薬局

梶野町交差点
北大通り

北口

駐車場地蔵通り

薬局

東小金井駅

中
野
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニッ
ク

婦
内

産

緑町1―4―33
☎042―384―3332

アパート
北大通り
飲食店

喫
茶
店

東
大
通
り

地蔵通り

鹿
島
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニッ
ク
本町5―38―32
ライオンズマンション武蔵小金井第3-101号
☎042―388―2111

武蔵小金井駅

北大通り
マンション1F

スポーツクラブ
本町2丁目
交差点小

金
井
街
道北口

の
な
か
歯
科
医
院 東町4―40―13

プリマベーラ１F
☎042―386―8217

南口ス
ト
ア

東小金井駅

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

薬薬局局薬薬局局

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります

休日歯科診休日歯科診療療休日歯科診休日歯科診療療この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。
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休 日 診休 日 診 療療休 日 診休 日 診 療療
受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
　　診療科目にかかわらず、必ず電話で確認のうえ、受診してください

●印は病医院所在地
○内は診療科目
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　新しく成人になる皆さんをお祝いするため、成人の日記念行事を開催
します。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中学校区をもとに三
部制で行います。
　対象の方には案内状を送付していますが、１２月上旬までに届いていな
い方はご連絡ください。
 １月１０日（祝）　
渇第一部（緑中学校区）＝午前１０時３０分開会（受付開始１０時）
渇第二部（第一中学校区、南中学校区）＝午後０時３０分開会（受付開始
正午）
渇第三部（第二中学校区、東中学校区）＝午後２時３０分開会（受付開始
２時）
 小金井　宮地楽器ホール
 渇式典＝祝辞、ビデオメッセージ渇抽選会ほか

時

所
内

※手話通訳、着付け直しコーナーがあります
 平成１３年４月２日～１４年４月１日に生まれた方
※事情により指定の部に参加できない場合は、異なる部への参加も可能
です
 渇会場の都合上、座席を指定して案内します渇車いす席、手話通訳が
必要な方、その他特別な配慮が必要な方は、事前にご連絡ください渇会
場内および周辺での飲食、喫煙はできません渇当日参加できない方には
記念品を渡しますので、１月１１日～３１日に案内状を持参し、生涯学習課
（市役所第二庁舎７階）へお越しください
 生涯学習課生涯学習係（☎０４２−３８７−９８７９）
※成人の日記念行事は、同ホール全館を使用して実施するため、一般の
方は、当日午後５時まで入館できません。ご理解・ご協力をお願いしま
す

対

他

問

成成 人人 のの 日日 記記 念念 行行 事事１月１０日（祝）

　シニア世代の皆さんが趣味を通じて交流の輪を広げ、
健康で心豊かに暮らせるよう交流大会を開催します。
    右表のとおり
 都内在住で、令和４年４月１日時点で６０歳以上の方
（ダンススポーツは、１人は都内在住）
 １種目につき１人１,０００円（ダンススポーツは１組
１,０００円）
■申込書配布場所介護福祉課窓口（市役所第二庁舎２階）、主な市内公共施設
 １２月１７日（必着）までに、同大会ホームページ（https://www.senior-enjoy. 
com/）から、または申込書を郵送で東京都シニア・コミュニティ交流大会事務局
等へ
 同大会事務局（〒１０２−００７３千代田区九段北１−３−１１九段久保山ビル３階☎
０３−６２７２−６０９９＝土曜・日曜・祝日・年末年始を除く午前１０時～午後５時）、市
介護福祉課高齢福祉係（☎０４２−３８７−９８４３）

時所内定
対

￥

申

問

競技方法定員
（多数抽選）ところ開催日時種目

個人戦

１００人程度

武蔵野の森総合
スポーツプラザ
（調布市西町）

２／６（日）
１２：００から

囲碁

１００人程度将棋

３００人程度健康マー
ジャン

個人戦１００人程度
小金井　宮地楽
器ホール大ホー
ル

　／１３（日）
１０：００からカラオケ

団体戦・
個人戦２００組程度武蔵野の森総合

スポーツプラザ
　／２０（日）
１０：００から

ダンスス
ポーツ

※競技終了後、表彰式（入賞・特別賞等）を実施

同大会
ホームページ東京都シニア・コミュニティ交流大会「TOKY東京都シニア・コミュニティ交流大会「TOKYOO縁 縁 ジョイ！」ジョイ！」

エン




